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はじめに　
森俊蔵は、一九一九（大正八）年一一月に財団法人国
士舘が設立した際、初代の監事及び評議員を務めた人物であ
る（１）
。
　
二〇〇九（平成二一）年七月、本学の佐々博雄文学部
教授に同行し、森俊蔵の五男春光氏を訪ね、森俊蔵懐中日記を拝見する機会を得た。そもそも懐中日記の存在については、平成一六年に『森俊蔵日記戦役従軍日
記（２）
』が
同刊行会編で出版され、同書から『従軍日記』 ほかにも一九〇八（明治四一）年以降の懐中日記の存在を認めていたが、幸 にもこの機会を得たのである。　
森俊蔵は、一八七一（明治四）年、福岡県糟屋郡に森
儀蔵の次男として生まれた。明治二二 陸軍幼年学校
に入学し、同二五年に士官候補生として野戦砲兵第六連隊に入隊。同二七年に陸軍士官学校を卒業後、 日清戦争、日露戦争に従軍した。一九一六（大正五）年に砲兵大佐となり、翌六年予備役編入、昭和二一年三月に享年七五で逝去している。　
懐中日記には、 一九〇八 （明治四一） 年から一九四四 （昭
和一九）年の俊蔵逝去間近まで 一日も欠かさず天候までもが克明につづられている。また、懐中日記とあわせて、俊蔵が参加した行事のプログラムや領収書などが相当数残されており、大変貴重な史料群である。　
本稿は、国士舘創立期に役員を務めた森俊蔵の懐中日
記の要点を紹介し、これに若干の補説を加えて国士舘の動向の検討を試みた。史料中の表記は、人物名等のほかはできるだけ常用漢字に改めた。明らかな誤字と判断できるものもあったが、補うことを控えた。また 省略部
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分が多いのは、俊蔵個人や家族に関する記述を除き、極力国士舘に関する記述を中心としたためである。一
　
財団法人化への支援と世田谷移転
後伊藤重親氏来訪、世事ヲ談（後略）大正七年三月二四日（前略） 大民団ヨリ夕刻来談ヲ催シ来リシモ断ル （後略）大正七年三月三一日（前略）柴田徳次郎氏来訪、時事ヲ談ス（後略）大正七年四月一七日大民団国士館ノ書来ル（中略）伊藤重親氏来訪ス、筑前人会開催ノ為ナリ大正七年四月二二日終日在宅、本夜筑前人会発起人会開催ニ付キ出席ノ筈ナリシモ、頭痛甚シキ為断ハレリ（後略大正七年五月二日午前寺尾博士ヲ訪問シ、出兵論一冊ヲ受領シ来ル、午後国士館ニ柴田氏ヲ訪ヒ帰途（後略）大正七年五月十一日午前在宅読書、午後国 館ニ到リ 江木冷灰博士ノ講話（法制ノ趨勢）ヲ聴ク、特異ノコトモナシ、今日ノ学者ハ博士ノ言ノ如ク、何レモ片輪トナリ完全ノ用ヲナスモノナシ大正七年六月一五日（前略）国士館ニ赴キテ、訓練ニ就テ談話シ、十時
大正七年一月一五日
　
国士館ノ案内状来ル、 （中略）夕食後国士館ニ至リ小村欣一氏ノ外交談ヲ聞ク、尋常ナリ、夜十一時帰宅ス大正七年一月 六日（前略）青年大民団伊藤重親氏ノ書来ル、又雑誌大民ヲ送リ来リシモ多数落葉セリ（後略）大正七年一月一 日（前略）大民団ニ雑誌ヲ返送シ、交換ヲ申込ミ送金ス（後略）大正七年一月一八日（前略）返送シタル ヲ取換ヘテ送リ来ル大正七年一月二四日（前略）頭山家ニ到リ、頭山満翁ト寺尾亨博士トノ囲碁ヲ観、九時頃帰宅（後略）大正七年三月七日（前略）大民団及赤坂軍人分会ノ書来ル（中略）午
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半頃帰宅ス大正七年六月二七日（前略）国士館花田氏来訪大正七年七月一七日（前略）大民団国士館ヨリ贈物到来ス、何ノ為ナルヤ（後略）大正七年八月一九日大民団ノ書来ル（中略）夕食後大民団本部ニ到リ、伊藤六郎氏ノ北京行送別会ニ列シ、夜十一時半頃帰宅ス（後略）大正七年八月二九日（前略）筑前青年会ノ緒方竹虎氏、佐伯千之助氏、来訪（後略）大正七年九月六日終日在宅読書、大民ノ書来ル、神武氏来訪、筑前人会及同青年会ノ件ニ就テ談話、青年会ノ幹事長タルヲ承諾ス（後略）大正七年九月一〇日（前略）午前佐伯千之助氏、午後柴田徳次郎氏来訪、共ニ筑前青年会ノ件及時事ヲ談ス（後略）大正七年九月一二日（前略）大民団ヨリ原稿用紙ヲ送リ来ル（ 略）
大正七年九月一四日（前略） 柴田徳次郎氏ニ参会不能ノ断状ヲ出ス （後略）大正七年九月一五日伊藤氏来訪、柴田氏ノ書ヲ持来ル（中略）此夜花田大助氏ノ婚礼ニ列席ス大正七年九月二九日（前略）午後札幌麦酒会社ニ於ケル筑前大学生郷友会ニ出席シ、青年会幹事長トシテ青年会発達ノ必要ヲ口演ス、添田博士外各種ノ人士ニ会ス、夜八時半帰宅ス（後略）大正七年一〇月二日午前花田氏来訪、 （中略）夕食後 民団ニ到リ、内田良平氏ノ講話ヲ聞ク （主トシテ日支ノ関係ニ就 ）頭山夫人来訪大正七年一〇月一二日（前略）次テ大民団ニ到リ、青年ノ訓練修養及閥族ノ跋扈ヲ口演シ、 後六時前帰宅ス（後略）大正七年一〇月一五日（前略）大民ノ原田氏来訪大正七年一〇月二七日（前略）佐伯仙之助君来訪、筑前青年会ノ件ニ就テ談話ス（後略）
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大正七年一一月一日（前略） 国士館ヨリ国士祭ノ御神供ヲ贈リ来ル （後略）大正七年一一月三日（前略）国士館一週年祝賀ノ餅ヲ贈リ来ル大正七年一一月四日（前略）午後国士館ノ迎使来ル、依テ四時ヨ 赴キ一場ノ口演ヲナシ、八時半頃帰宅ス、爾後館員門外ニ来リ万歳ヲ唱ヘテ辞去セリ大正七年一一月六日（前略）白石簡牛両氏来訪大正七年一一月 三日朝頭山氏ヲ訪フ（中略）午後花田氏ヲ訪ヒ、漆器ヲ贈（後略）大正七年一一月一五日（前略）国士館ヨリ紀念日ノ写真ヲ贈リ ル（後略）大正七年一一月二 日（前略）大民団ノ書来ル、国士館ニテ講話ス、長瀬鳳輔氏モ講演セリ、柴田氏来訪セル由大正七年一一月二二日（前略）夕食後大民団ニ到リ、武者小路公共氏（外務省欧米課長）ノ講話ヲ聴キ 夜半過帰宅ス（尋常普通ノコトノミナリキ）
大正七年一一月二四日（前略）午後神田橋畔和強楽堂ニ於ケル筑前青年会ニ出席スル者百二十余名、青年ノ振ハサルハ遺憾ナリ、夜七時半頃帰宅ス大正七年一一月二五日午前神武氏ヲ訪ヒ相携ヘテ黒田家ニ到り、家会山中氏ニ会シ、昨日ノ青年会ニ対シ、黒田公爵家ヨリ下賜金アリシ礼ヲ述フ（後略）大正七年一一月三〇（前略）野田逓相祝賀会ノ通知状来ル大正七年十二月六日（前略）野田逓相祝賀会ニ出席 旨返信ス（後略）大正七年一二月一〇日（前略）華族会館ニ於ケル野田逓相入閣祝賀会ニ出席シ、 各種ノ人ニ会合シ、 夜八時半頃帰宅ス大正七年一二月二六日（前略）柴田氏花田氏ヨリ、 醤油及酒ヲ送リ来ル（後略）大正八年一月二日（前略）大民新年号来ル大正八年一月一四日（前略）柴田氏来訪、快飲ス 後
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大正八年一月二四日（前略）花田大助氏国士館建築ノ件ニテ来訪ス、若干ノ意見ヲ述フ（後略）大正八年一月二九日（前略）国士館新築発起人会ヲ中央亭分店ニ開催、之ニ出席スル者、田尻博士、寺尾博士外十数名、夜八時帰宅ス大正八年二月二十四日（前略）花田氏来訪（榊代ノ件） （後略）大正八年二月二五日午前柴田氏来訪、国士館建築地実視ヲ請フ、依テ共ニ自動車ニテ世田谷松陰神社西側地区ニ到リ実地ヲ見、意見ヲ述ヘ午後過帰宅ス（後略）大正八年二月二七日（前略）乃木式、陽明学、大民ノ各雑誌代金ヲ送附ス（後略）大正八年三月一日（前略）普通選挙示威運動行ハル、天下閑人ノ多キコトカナ大正八年三月六日午前国士館ヲ訪ヒ、先日依托ノ金ヲ返ス（後略）大正八年三月一 日
（前略）柴田氏来訪、国士館ノ件漸次進捗ス（後略）大正八年三月二五日（前略）花田、喜多両氏来訪、明日喜多氏婚礼出席案内ノ為ナリ（中略）柴田氏来訪、明日其ノ妹婚礼ニ付、案内ノ為ナリ（後略）大正八年三月二六日（前略）喜多、柴田両家婚礼ノ式ニ列シ（出雲大社ニテ宣誓式、紅葉館ニテ披露宴）夜十時二十分帰宅ス（後略）大正八年三月二七日柴田氏来謝（後略）大正八年三月二九日（前略）喜多悌一氏新夫婦及島津氏来訪、花田氏国士館ノ件ニテ来訪（後略）大正八年三月三〇日喜多悌一氏 従兄、佐々木良太郎氏来訪（後略）大正八年四月四日（前略）喜多悌一氏ノ書来ル（中略）夕食後喜多氏夫妻ノ出立ヲ上野停車ニ見送リ、後柴田、花田氏等ト上野公園ヲ一周シ、夜十時頃帰宅ス大正八年四月七日（前略）柴田氏来訪、時事ヲ談スル少時、国士ノ輩
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出ヲ望ムコト切ナリ（後略）大正八年四月一二日（前略） 大民団ヨリ迎使来リシ由、 不在ノ為赴カス （後略）大正八年四月一七日（前略）国士館建設ノ件ニテ花田氏来訪、時事ヲ談スルコト時余大正八年四月二一日（前略）国士館ノ使者来ル、山中氏ヲ訪フ（後略）大正八年四月二六日（前略）花田氏、牛島氏来訪、国士館及青年会ノ件談話（後略）大正八年四月二九日（前略）花田氏国士館ノ件ニテ花田氏来談、五月帰省ニ決ス、頭山氏ヲ訪フ（後略）大正八年四月三〇日（前略）午後柴田氏来訪（中略）夜十一時東京駅発、西下大正八年五月二日正午前古賀駅着、 妻 発信シ花田 ニ発電ス（後略）大正八年五月三日（前略）午後零時三十分博多着、玄洋社ニ到ル、花
田氏不在、即チ月成氏ヲ訪フ、次テ水野会館ニ赴キ花田氏ニ会ス（後略）大正八年五月四日午前、月成、武谷、進藤諸氏ヲ訪フ（後略）大正八年五月五日花田氏ト筥崎八幡宮ニ参拝シ、抱洋閣ニテ昼食シテ帰ル（後略）大正八年五月六日進藤喜平太、月成勲両氏来訪 今後ノ運動方法 協定ス（後略）大正八年五月九日津田氏宅ニ到ル、会スル者、進藤 佐藤 古賀 太田、篠崎、井原、佐賀、月成、津田、花田諸 及予ノ十一名、相談ノ結果花田ヲ使トシテ急ニ帰京セシム、良好ノ成績ト認ム 月成氏来訪（後略）大正八年五月一四日午前在宅 十一時花 ヨリ電報来ル（中略）午後零時半自宅出発、 三時水野旅館着 妻ノ書ヲ受領ス、月成氏ヲ招ク、夜来訪協議ス大正八年五月一七日終日在宿（中略）小澤作右衛門氏来訪 閑談ス、月成氏来訪、花田 ノ電報ヲ提示セラル
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大正八年五月一八日小澤氏ノ招請ニヨリ同氏宅ニ到ル、次テ西公園ヲ同氏ト共ニ散歩シ吉原亭ニテ快飲シテ帰館ス、花田氏東京ヨリ帰来ス、氏ハ夕食後進藤氏及月成氏ヲ訪問セリ大正八年五月一九日（前略）月成氏来訪、直ニ宿舎ヲ移転ス、新館ハ大阪屋ナリ（後略）大正八年五月二〇日（前略）大阪屋ニ進藤、大原、佐藤、井原、月成五氏会合、今後ノ運動方法ヲ協定セラル（後略）大正八年五月二十一日月成氏、花田氏ト共ニ六本松ニ森田正路氏ヲ訪ヒ要談ス、同意ヲ得タリ、午後大原義剛氏来訪閑談（中略）夜半前迄花田氏ト閑談ス大正八年五 二二日午前八時旅館ヲ出テ月成、井原 花田三氏同行、若松市ニ到リ阿部瀧次郎 ヲ訪フ、次テ吉田磯吉氏ヲ訪ヒ共に要談ヲ済ス後 月成 井原 阿部、花田諸氏ト昼食ヲ共ニシ、午後六時半帰宿ス 花田氏ハ帰省ス、月成氏ト夕食 共ニス（後略）大正八年五月二三日
（前略）花田氏郷里ヨリ帰来ス大正八年五月二四日（前略）夜、阿部瀧次郎氏来訪、依テ月成氏ヲ招キ十二時頃マテ談話ス大正八年五月二六日午前進藤氏ノ紹介ニ依リ花田氏ト共ニ、葉室豊吉氏及市長久世庸夫氏ニ会シ、要談ヲ済シ帰宿ス、月成氏来訪（後略）大正八年五月二七日午前花田氏ト共ニ津田氏ヲ訪ヒ要談（中略）月成氏来訪（後略）大正八年五月二 日午前花田氏ト共ニ中島徳松氏ヲ訪フ、不在ナリ 名刺ヲ托ス、次テ花田氏ト別レ武谷閣下ヲ訪フテ要談ヲ済ス（後略）大正八年五月二九日（前略） 吉本久吉氏ヲ訪フ、 月成氏ノ電報来ル （後略）大正八年五月三一日（前略）花田氏ノ書来ル（二通）今後ノ行動ニ関シテノ予報ナリ（後略）大正八年六月二日（前略） 古賀駅ヨリ乗車、 博多ニ出テ花田氏ニ会ス （後
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略）大正八年六月三日（前略）午後月成氏来訪、帰京ノ相談ヲ決シ、五時四七分博多駅発車、東上ス（後略）大正八年六月六日（前略）午前柴田氏来訪、共ニ事業ノ経過ヲ談シ快飲ス、同氏ヨリ酒樽ヲ贈リ来ル（後略）大正八年六月七日朝、頭山氏ヲ訪フ（中略）国士館ノ為ノ会合、根津邸ニテ催サレシモ、都合ニヨリ行カズ（後略）大正八年六月八日（前略）柴田氏ヨリ昨夜根津邸ニ於ケル会合、都合能ク運ヒシコトヲ報告シ来ル（後略）大正八年六月一〇日進藤、佐藤、大原、古賀 篠崎、太田、森田、佐賀、井原、津田、武谷、阿部、月成、花田ノ十四氏 発信ス、 朝柴 氏来訪（中略）大民六月号来ル（後略）大正八年六月一四日（前略）午後柴田、花田両氏宅ヲ訪フ、共ニ不在ナリキ（後略）大正八年六月一 日（前略）柴田氏来訪、赴福ノ相談ヲ定メテ後、国士
館新築場ヲ視察（中略）更ニ柴田氏ヨリ花田氏ノ書ヲ転送シ来リ、赴福ヲ中止ス、花田氏ノ書来ル、赴福中止報告ノ書ナリ（後略）大正八年六月一九日花田氏ニ返信シ近況ヲ通知シ、将来ノ企画ヲ予告ス（後略）大正八年六月二〇日（前略）柴田氏来訪（中略）閑談、数刻（後略）大正八年六月二一日月成氏ノ書来ル、依テ返信ス（後略）大正八年六月二五日（前略）月成氏ノ書来ル（促帰県） 、柴田氏ヲ訪ヒ、右ニ付協議ス （中略） 大民団国士祭ノ使者来ル （後略）大正八年六月二六日（前略）阿部瀧次郎氏ノ書来ル（帰県ヲ促シ来ル）大正八年六月二七日（前略）午後高木氏来訪、旅費ヲ携行シ来ル、戸籍謄本ヲ渡ス（中略）月成、花田両 ニ出発着福ヲ通知ス大正八年六月二八日阿部瀧次郎氏ニ返信 、喜多悌一氏ノ書来ル、同氏ニ返信ス（中略）頭山、上野両家ヲ訪ヒ帰省ノ告別
森俊蔵懐中日記に見る国士舘創立期
87
ヲナス、夜十一時東京駅発車、西下帰国ノ途ニ就ク大正八年六月三〇日午後零時半博多駅着、花田氏来迎（中略）花田氏ト共ニ旅館大阪屋ニ到ル、間モナク月成氏来訪、共ニ盃ヲ挙ク（後略）大正八年七月二日午前十時ヨリ宿舎ニ進藤、井原、古賀、津田、佐賀、月成諸氏ヲ招待シ、東京ノ模様ヲ報告シ後 昼餐ヲ共ニス（後略）大正八年七月三日午後零時半博多発、月成、花田両氏ト共ニ若松市ニ到リ、ひさや旅館ニ投宿ス（後略）大正八年七月四日朝、阿部、月成、花田三氏ト共ニ、石崎敏行 ヲ其ノ宅ニ訪ヒ、要談ヲ済シ帰宿ス、午後月成、花田両氏ト共ニ朽木、松川、三好、井上、佐藤ノ五氏を訪フ、夜阿部氏来訪 十二時半迄談話大正八年七月五日月成、花田両氏ト共ニ小倉ニ小林徳一郎氏ヲ訪ヒ確定、花田氏ト戸畑ニ安川清三郎ヲ訪ヒ要談、中原ニテ昼食 吉 磯吉氏ヲ訪ヒ確定、 （中略）三人相携ヘテ夜九時幸袋駅着 駅前ノ旅宿ニ投宿ス（伊藤屋）
大正八年七月六日月成、花田両氏ト共ニ伊藤傳右衛、中野昇、麻生太吉、貝島栄四郎、四家ヲ各ソノ住居地ニ訪ヒ、直方ニテ昼食シ 午後四時博多大阪屋旅館ニ帰宿ス、花田氏ハ途中福間ニ下車シ井原氏ヲ訪ヒ、五時半頃帰来ス、是レニテ先ツ大体ノ要務ヲ終ル（後略）大正八年七月八日花田氏ト荒津 ヲ訪フ、次テ進藤氏ヲ訪ヒ、其 案内ニテ葉室豊吉氏ヲ訪ヒ要談ス、幾岡氏ニ会ス、進藤氏ニ別シ佐藤氏ヲ訪ヒ、次テ花田氏ニ別シ武谷閣下ヲ訪ヒ告別シテ帰宿ス（後略）大正八年七月九日花田氏ト共ニ、堀、津田、佐賀、古賀 太田 篠崎日高諸氏ヲ訪ヒ、挨拶並ニ告別 水野旅館ニ立寄ル途中、千代田町 テ 成氏ニ会シ要談ス（後略）大正八年七月一〇日午前進藤、 幾岡、 月成、 安河内諸氏ヲ訪ヒ告別ス（略）本日出発ノ予定ナリシモ都合 ヨリ延期ス大正八年七月一二（前略）下関ニ到リ夜十一時五十分同地帰京ノ途ニ就ク大正八年七月一四日
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午後八時四十分東京駅着九時三十分帰宅ス（中略）頭山家ヲ訪ヒ帰宅ヲ通告ス、夕刻柴田氏来訪セシ由（後略）大正八年七月一七日（前略）花田氏来訪、共ニ頭山氏ヲ訪フ、尚臥床中ニ付面会セズ、直ニ辞シ帰ル（後略）大正八年七月二七日（前略）国士館上棟式参列ス、無事終了ス（後略）大正八年八月二日（前略）上月、 野本、 山縣、 柴田諸氏ノ書来ル（後略）大正八年八月五日（前略）葉梨新五郎君来訪談話ス大正八年八月一六日（前略）花田氏来訪時事ヲ談スルコト数刻（後略）大正八年八月一 日（前略）大民団ヨリ原稿ヲ受領ニ来ル（後略）大正八年八月二〇日（前略）花田氏ヲ訪フ、不在、大民団ニ到リ要談ヲ託シ、日本一八月号ヲ受領シテ帰宅ス（後略）大正八年八月二一日（前略） 国士館ノ建築状況ヲ視テ正午過帰宅ス （後略）大正八年八月二二
（前略）午後花田氏来訪、時事ヲ談スル数刻ニシテ辞去ス（後略）大正八年九月一日（前略）柴田、花田、羽梨三 談話ス（後略）大正八年九月二日（前略）羽梨氏来訪正午迄談話ス（後略）大正八年九月三日（前略）午前頭山、寺尾、柴田三氏ト国士館新築場ヲ見ル、殆ント落成セリ（後略）大正八年九月四日（前略）国士館ノ書来ル、明日来館希望ノ為ナリ大正八年九月五日（前略）国士館ニ到ル時ニ九時十分ナリ、 柴田、 花田、山崎三氏ト昼食ヲ共ニシ爾後閑談、帰途（後略）大正八年九月七日（前略）柴田、神田両氏来訪、閑談ス（中略）威光正光ハ午後国士館ニ行キ夜十時半帰宅ス、花田氏見舞状ヲ送ル大正八年九月一二日（前略）羽梨君来訪、大民原稿ヲ交附ス、花田氏ニ弔詩ヲ送ル（後略）大正八年九月二〇日
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（前略）国士館ヲ視、豪徳寺ニ遊ヒ（中略）午後四時帰宅ス（後略）大正八年九月二九日（前略）夜、濱地氏宅ニテ国士館ノ件ニ就テ相談会アリ、之ニ列シ十一時帰宅ス、神武氏ト同行、徒歩ス大正八年一〇月八日午前大民団本部ニ到リ、花田、喜多両氏ニ会シ閑談時余ニシテ帰ル（後略）大正八年一〇月九日（前略）結城虎五郎氏来訪（後略）大正八年一〇月 一日（前略）午後世田ヶ谷国士館ニ到リ、同夜開催ノ茶話会ニ臨ミ談話ヲ試ミ、同夜同所ノ本部ニ宿泊ス、新築ノ家ニテ寝心地大ニ良シ大正八年一〇月一二日終日国士館ニアリ、東京市ヨリ来遊スルモノ多シ館生等ハ終日馬ニ乗リ楽シク一日ヲ暮 、 夜亦茲ニ宿泊ス（後略）大正八年一〇月一三日国士館ニ在リ、次テ喜多宅 到 昼食ノ饗 受ク雨降リ始ム、午後帰宅セシトセシモ雨為中止、入浴
ス、午後五時半雨止ム、即チ帰途ニ就キ六時五十分頃帰宅ス、児等大ニ悦ベリ大正八年一〇月一四日午後九時過自宅ヲ出テ十時半頃国士館着、同夜茲ニ宿泊ス、庭園ノ草ヲ刈ル、秣草トシテ刈取リニ来ル老人アリ（後略）大正八年一〇月一五日終日国士館ニ在リ 来遊スル者多シ、中ニ曹洞宗大学ノ学生二名アリ 時余談話 、彼等ハ無為ノ学徒ナリ大正八年一〇月一六日午前在館草刈リ、午後二時迄同様、三時過発五時前帰宅ス（後略）大正八年一〇月二二日（前略）花田氏来訪、国士館ノ件要談ス（中略）国士館ノ書来ル大正八年一〇月二五日（前略）夕食後、京橋濱地氏宅事務所ニテ、国士館評議員会ヲ開ク、会ス 者、長瀬、渡邉、松野、平島、柴田、喜多、予ノ八名ナリ、十時過帰宅ス大正八年一〇月二九日花田氏ヲ招キ海妻氏弔祭ノ件ヲ話ス（中略）国士館
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ノ書来ル（後略）大正八年一〇月三〇日国士館落成式並開館式案内状来ル（中略）海妻氏告別式ニ参拝ス（後略）大正八年一〇月三一日森本、上月、山口、許斐、山本、千葉、横道、佐藤諸氏ニ、国士館落成式案内状ヲ発送ス（後略）大正八年一一月二日（前略）国士館ニ到リ、落成式挙行ノコトニ付協議ス（中略）明石大将ノ追悼法会ニハ柴田氏ヲ代拝セシム（後略）大正八年一一月三日（前略）山中、尾崎、上野、大音、神田、中島諸氏ニ、国士館落成式案内状ヲ発送ス （中略） 柴田氏来訪 （後略）大正八年一一月六日（前略）大民国士館新築記念号及第一証券信託株式会社ノ書来ル（後略）大正八年一一月九日国士館新築落成式ヲ挙行ス、午前 時二十分迎ヒノ自働車ニ児女等ヲ従ヘテ乗リ、九時半国士館着、正午挙式五十分ニテ終リテ後、食事及余興観覧、頗ル
盛会ナリキ、午後六時二十分帰宅ス、今後ノ任一層重シ
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国士舘と俊蔵の関係は、 少なくとも一九一八（大正七）
年一月一五日に国士舘に赴き、小村欣一の講演を聞いたことに始まった。大正六年の国士舘創立の後、大正八年に財団法人国士舘を設立し、 世田谷に校地を得るまで 、懐中日記に概観した。　
俊蔵は、一九一七（大正六）年より後に記す大正一二
年九月の関東大震災で羅災するまで、赤坂区霊南坂町に住居を構えていた。この霊南坂には、福岡の同郷である頭山満も近隣に居を構えており、懐中日記には家族間の交流を示す記述も散見される。また、俊蔵が細やか 記した懐中日記を見れば、俊蔵が多数の人物と往来していたことが窺える。例えば、大正八年一〇月九日に俊蔵を訪ねた「結城虎五郎」に着目したい 杉山茂丸と も頭山満の両翼と称された結城虎五郎は、玄洋社を支え鉱業家であ
る（３）
。本稿には史料を示さなかったが、俊蔵は
結城の依頼 、大正八年一一月二二日から翌九年一月二八日まで、 形県の大石田鉱 に行き、一時 「結城鉱業」の経営事務に参画している。結果として 石炭採掘量や設備等の問題によって、 の鉱山経営 離れている。　
さて、俊蔵は、一九一八（大正七）年頃より国士舘の
臨時講師として「軍学」を教授してい
る（４）
。国士舘では、
大正七年一一月二一日の俊蔵の講話以外にも、大正七年五月一一日の「江木冷灰」の講話など、多数の識者が教鞭をとっている。 「江木冷灰」 は、 法学者江木衷のことで、大正六年一 月の国士舘創立当初から教えてお
り（５）
、同七
年時もその任にあったことを認めることができる。俊蔵は、江木の講話を聞き、学者を「片輪」と評価した江木に賛同したことにも着目し い。学者に欠如する具体的な何か 記されていないが、俊蔵が学者に信念が欠如ていると考えていたとすれば、 「国士館設立趣旨 にある「徳性の涵養」を視野に入れた国士舘教育の理念に賛同し、後に支援する一要因であったと考え　
懐中日記を見れば、一九一九（大正八）年四月三〇日
から六月三日まで、六月二八日から七月一二日まで 二度にわたって、俊蔵は東京を離れて福岡 赴 ている。福岡では、花田大助と合流し、月成勲や進藤喜平太らと会い、安川敬一郎の 男である安川清三郎等の多数要人を訪問し、会談を重ね いる。安川清三郎は、福岡の炭鉱経営等を営む実業家であ
り（６）
、俊蔵自らが、国士舘への
資金提供を福岡県内の要人に依頼したことを示すものである。大正八年の国士舘 一一月九日に財団法人の設立とともに、麻布から世田谷に校地を移転し、大講堂ほか建物の整備を進めており 大資金が必要となっていた
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時期である。なお、七月六日の「是ニテ先ツ大体ノ要務ヲ終ル」と記したように、俊蔵の活動は成功に終わっている。　
俊蔵の活動も実を結び、一九一九（大正八）年七月
二七日、俊蔵も「国士館上棟式」すなわち大講堂の上棟式に参列した。式には、頭山満、寺尾亨、日本郵船の原田金之助、横井時敬、濱地八郎、結城虎五郎、美和作次郎、麻布区長松涛泰造、豪徳寺住職梶川乾堂、長瀬鳳輔、阿部秀助等をはじめ、生徒 建築関係者、地域住民等の約三〇〇人が参列して催されてい
る（７）
。次いで、大正八年
一一月九日、 俊蔵は、 国士舘からの迎えの車に乗って「国士館落成式」に一家で参列する。式は 完成した大講堂で挙行され、俊蔵は 開会の挨拶の大役を務め
た（８）
。懐中
日記には、式の「盛会」を記すとともに 「今後ノ任一層重シ」と締めくくり、国士舘支援への決意を表している。　
このように、 国士舘に深く関わることとなった は、
一九一六（大正五）年六月に創刊した雑誌『大民』 も、度々原稿を寄せている。大正八年八月一八日に『大民』に寄せた は、 「国士館新築記念号」と題して発行された『大民』第五巻第一号の「記念号発刊に際し
て（９）
」に
掲載されたと考えられ 俊蔵は、この号で 国士館は
眞の国士を陶冶せんが為めに成る」と記して、西郷隆盛に「アヤカルを望む」ために「西郷南洲翁遺訓」を示した。俊蔵 舘教育に寄せる期待が伺える。また 大正八年九月一二日の「大民原稿」は、 同年一一月号の「佛徒の自覚を望む」として掲載され
た
）（（
（
。
　
以上のように、一九一八（大正七）年七月一七日の国
士舘からの贈物に対して、 「何ノ為ナルヤ と日記に記したように、一時は国士舘関係者との接点も希薄だった俊蔵であったが、度々の書簡や訪問 往来も一因となって、 大正八年四月七日に「 ノ輩出ヲ望ムコト切ナリ」と記したように、徐々に国士舘の支援に傾注する経緯が読み取れる。二
　
国士舘教育の動向と大民倶楽部大正八年一一月一〇日（前略）喜多氏ニ発信シ誠之校生徒参館ノ件ヲ紹介ス（後略）大正八年一一月一七日（前略）又大民十二月号ノ原稿ヲ草ス、大正八年一一月 八日（前略）又原稿ヲ草ス、許斐少将及羽梨君来訪ス、
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羽梨君ニ原稿ヲ渡ス（後略）大正八年一一月一九日（前略）午前九時半頃発国士館ニ到ル、皆不在、昼食後庭園清掃、日没後入浴、夕食 信書ヲ認ム、喜多君来訪、次テ柴田君帰来、十一時過迄談話、就寝ス大正八年一一月二〇日国士館ニ在リ、午前十一時半頃本郷誠之校生徒男女四百余名来館、昼食芋堀競争、大根抜ヲナサシム、喜多君ヲ訪ヒ午後五時帰宅ス（後略）大正八年一一月二二日鈴木孝雄、許斐良太郎両氏ニ国士館新築記念号ヲ送（後略）大正八年一二月 日羽梨氏ニ原稿文ヲ発送ス（後略）大正八年一二月 〇日（前略）頭山、濱地両氏ニ婚礼ノ祝電ヲ発ス（後略）大正九年二月一日（前略）上塚司氏夫人ノ死去、葬式ヲ報シ来リシモ時刻ノ関係ニテ会葬シ得ズ（後略）大正九年二月五日（前略）此夜上野不忍池生池院ニ於ケル大民倶楽部
例会ニ出席、西伯利撤兵可否ノ論ヲ聞キ十二時帰宅ス大正九年二月八日（前略）青年学生等普通選挙ノ為運動セリ、幾年カノ後ニハ成功セン（後略）大正九年二月一四日大民二月号来ル（後略）大正九年二月一七日花田氏ノ病気ヲ見舞ヒテ手塚氏ヲ訪フ（後略）大正九年二月二五日（前略）普通選挙案委員会ニテ敗ル、当然ノ成行ナリ（後略）大正九年三月二日（前略） 柴田氏来訪、 簡牛氏婚礼祝宴ノ招待状来ル （後略）大正九年三月四日（前略）寺尾亨氏来訪一時間余時事ヲ談ス（後略）大正九年三月五日（前略）喜多氏及其ノ友人来訪 余閑談ス（後略）大正九年四月七日（前略）国士館ノ規則書ヲ送来ル（後略）大正九年四月九日
国士舘研究年報 2009　楓
94
花田、原田、喜多諸氏ヲ訪ヒ国士館ニテ簡単ナル口演ヲナシテ後、有田義兄ノ宅ニ立寄リ昼食ノ饗ヲ受ケ、午後四時半頃帰宅ス（後略）大正九年四月一五日（前略）午後八時自宅ヲ出テ国士館ニ到リ、柴田、南里、喜多、山内、花田諸氏ニ会シ談話、後午後五時頃帰宅ス大正九年五月二四日（前略）上野夫人来訪、寺尾博士ノ我身勝手ノ希望ニ就テノ談話ヲ聞ク、若シ事実ナレハ非常識ノ極ナリ（後略）大正九年五月二七日（前略）大民団ノ山岸久雄氏来訪（後略）大正九年六月一日（前略）五時半ヨリ、海上ビルヂング内ナル中央亭支店ニ於ケル、国士館ノ重要会議ニ出席ス 会スル者十八名、夜八時半帰宅ス大正九年六月三日（前略）大民団本部ニ到リ、六時頃帰宅ス（後略）大正九年六月一二日（前略）濱地氏ヨリ和譯金剛経ヲ送リ来ル（後略）大正九年六月一七日
国士館ニ到リ一場ノ講演ヲナス、柴田氏他十名在リ（後略）大正九年六月一八日午前国士館ノ為ニ御科林ノ一部払下願書ニ調印ス（後略）大正九年六月一 日（前略）五時大民倶楽部ニ到リ、時事談ヲ試シ、翌午前三時半ニ至ル、帰宅シタルハ四時半頃ナリキ大正九年七月一日（前略） 柴田氏来訪衆議院傍聴券ノ配布ヲ受ク （中略）議員開院式挙行大正九年七月五日（前略）国士館ヨリ募金ノ書類ヲ送リ来ル大正九年七月六日国士館、大民倶楽部、軍政研究会、佐官会ノ書来ル、午前大民倶楽部ニ到リ談話ス（後略）大正九年七月八日（前略）国士館ヨリ酒樽ヲ贈呈シ来ル（後略）大正九年七月一八日（前略）花田氏来訪、議会傍聴券ヲ贈ラル（後略）大正九年七月一九日（前略）午後衆議院傍聴ニ行ク、全然衆戯ナリ、形
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式的ナリ、出席議員半数以下ナラン、怠業モ亦極ミナリ、噫又噫（後略）大正九年七月二〇日花田氏来訪 閑談少時、大民原稿ヲ渡ス、威光ニ国士館ニ到リ修養スヘキコトヲ訓話ス（後略）大正九年七月二一日（前略）午後威光国士館ニ宿泊ニ行ク、修養ノ功ヲ積ミ得ンコトヲ、深ク希望 （後略）大正九年七月二三日大民倶楽部及渡邉祺一郎氏ノ書来ル、 共ニ返信ス （中略）内閣大臣ノ投機的営利事件新聞紙上ニ暴露セラル（後略）大正九年七月二八日（前略）筧園蔵君、国士館ノ土地払下請願書ニ調印ノ為来訪ス大正九年七月三一日（前略）午後五時ヨリ、築地精養軒ニ於ケル国士館評議会ニ出席ス、頭山、寺尾、田尻、根津、美和各氏以下二十二名、夜九時半帰宅ス（後略）大正九年八月三日（前略）国士館ニ到リ夜八時半頃帰宅ス（中略）日高氏、 民団ノ書、共鳴第十六号来ル（後略）
大正九年八月四日（前略）大民八月号、原田政治氏ノ書来ル（後略）大正九年八月七日（前略）午後五時国士館ニ到ル、大迫尚道大将閣下ノ修養上ニ関スル講演アリ、後二、 三氏講演後辞去、十時過帰宅ス（後略）大正九年八月八日（前略）夕食後、神田明治会館ニ到リ、大民倶楽部ノ時代革 講演会ヲ傍聴ニ行ク、可ナリノ成績ナリキ、午後九時三 分終了、地久庵ニテ夜食十一時二十分帰宅ス（後略）大正九年八月一一日（前略） 岡部少佐、 柴田、 花田 喜多氏ノ書来ル （後略）大正九年八月一二日（前略）柴田氏、喜多氏来訪、午後、木挽町萬安ニ於ケル今村氏歓迎会ニ出席（ 略）大正九年八月二二日（前略）山岸氏来訪七月三十一日撮影ノ写真ヲ受領ス、大民原稿ヲ渡ス（後略）大正九年九月七日（前略） 喜多、 今村 貞治 両氏及国士館ノ書来ル （後略）
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大正九年九月九日（前略）午後八時三十分下関着、 九時門司上陸、 神武、原田、柴田、喜多、花田諸氏ニ発信ス（後略）大正九年一〇月二一日（前略）夜十時四十分東京駅着（後略）大正九年一一月七日（前略）国士館ノ使者来ル、藤氏及国士館ノ書来ル大正九年一一月八日国士館ヨリ自動車ヲ以テ迎ニ来ル 依テ頭山氏父子及濱地氏ト之ニ赴ク、小橋内務次官、井上東京市電気局長ノ講演ア 、予モ亦 場ノ談話ヲ試ム、喜多氏宅ニテ昼食、午後五時帰宅ス（後略）大正九年一一月九日午後泰子ヲ供ヒ国士館ニ到ル 開館一週年 祝式行フ、講演、柔道、剣道 筑前琵琶等アリ、夜十時自動車ニテ帰宅ス、帝大学生等学生会 会ニ付、出席希望ノ為来訪セシ由大正九年一一月一五日（前略）大民十一月号来ル、森本、岡島、柴田、花田四氏ヘ亡兄ノ為香典返シヲ送ル、夕刻柴田氏来訪（後略）大正九年一一月一九日
（前略）国士館ニ到リ講話ス、帰途霞町ニテ柴田、上塚、山岸三氏ト会食ス（後略）大正九年一一月二二日（前略）柴田、上塚、花田三氏来訪（中略）国士館ノ書来ル大正九年十一月二六日（前略）午後帰宅後、国士館ニ行キ講話、夜茲ニ宿泊ス（後略）大正九年一一月二七日（前略）昼食後、寺尾、齋村、大島 柴田諸氏ト木挽町萬安ニ到リ、夜八時帰宅ス（後略）大正九年一一月三〇日（前略）国士館ヨリ自動車ヲ以テ迎ニ来ル 寺尾博士ト同行ス、途中勝田主計氏邸ニ立寄ル、勝田氏ノ欧米視察談アリ、帰途霞町ニテ食事ヲナシ、夕刻帰宅ス（後略）大正九年一二月四日国士館ニ到リ軍事講話ス（後略）大正九年一二月 六日国士館ニ到ル、床次内相ノ講演アリ、午後三時過自動車ニテ帰宅（後略）大正九年一二月二〇日
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（前略）国士館終業式ニ参列ス、式後寄宿舎ノ忘年会ニ臨ミ、終フテ喜多氏宅ニ赴キ柴田氏ノ誕生日ヲ祝スル為、夜半過マ 快飲快談シテ、帰途ニ就ク、家ニ帰省セシハ午前一時ナリ（後略）大正九年一二月二一日（前略）国士館ヨリ乾鰯ヲ多数贈リ来ル（後略）大正九年一二月二五日（前略）花田氏ヨリ酒ヲ贈リ来ル（後略）大正九年一二月二九日（前略）国士館ヨリ醤油ヲ贈リ来ル（後略）大正九年一二月三〇日（前略）国士館ヨリ餅ヲ贈リ来ル（後略）大正一〇年一月 日（前略）来訪、高橋、森本、葦津、坂井、金子、柴田、上塚、 花田、 和地知、 田沼諸氏其ノ他多数アリ（後略）大正一〇年一月五日（前略）大民新年号着（後略）大正一〇年 月一〇日（前略）花田氏自動車ニテ迎ヘニ来ル、依テ国士館ノ始業式ニ臨ム（後略）大正一〇年一月 三日来翰国士館、発翰伊藤重親氏、来訪上野夫人、許斐
氏、羽梨氏（後略）大正一〇年一月二一日（前略）午後頭山、寺尾、柴田、上塚諸氏ト同車築地精養軒ニ於ケル国士館評議員会ニ出席スルモノ二十余名、中ニ野田逓相、田中陸相、早川鐵治氏等アリ（後略）大正一〇年一月二七日（前略）夜濱地氏邸ニテ国士館教育事項ニ付会議アリ、出席ス大正一〇年二月三日午前国士館ニ行ク、帰途柴田氏ト霞町ニテ昼食ヲ共ニス、花田氏一月 十 精養軒ニテ撮影ノ写真ヲ持チ来ル（後略）大正一〇年二月四日普通選挙案ハ昨三日、衆議院ニ於テ国憲両党提出ノモノ共ニ、 即決否決セラル 固ヨリ当然ノコトナリ、議員等自覚セヨ（後略）大正一〇年二月一一日国士館、剣、柔道終業式ニ臨ミテ 、喜多氏宅ニ立寄ル、 夕刻齋村五郎氏ヲ供ヒ帰宅 夕餐ヲ共 （後略）大正一〇年二月一二日
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（前略）来訪喜多氏兄弟、藤井氏（後略）大正一〇年二月二一日（前略）来訪月成勲氏、来翰床次内相演述、午後国士館ニ喜多氏ヲ訪ヒ祝賀ス（後略）大正一〇年二月二二日（前略）来訪国士館学生大島氏（後略）大正一〇年二月二三日（前略）来翰香椎中佐、国士館、来訪羽梨君、原稿ヲ渡ス（後略）大正一〇年三月七日来訪花田氏（自著、南無観世音菩薩ヲ寄贈セラル）大正一〇年三月一 日（前略）午後花田氏ヨリ電話報知アリ、同気倶楽部ニ赴キ渡邉薫美氏ノ講演ヲ聴キ、八時頃帰宅ス（後略）大正一〇年四月三日来訪花田氏（中略）午後国士館ノ自動車来ル、上塚氏ト同乗、外務省ニ到リ、外相内田氏ヲ誘ヒ国士館ニ赴キ同氏講話、 濱地氏自動車ニテ六時半頃帰宅ス夜暴風雨大正一〇年四月五日（前略）来訪齋村氏、大島氏、神田氏（後略）
大正一〇年四月一七日国士館住宅新築落成式挙行ニ付キ、頭山父子、寺尾氏、花田氏等ト同乗、之ニ赴キ、夕刻帰宅ス（後略）大正一〇年四月二七日（前略）来翰国士館（中略）午後、新橋ニテ買物ヲナシテ品川ニ到リ、有線電車ニテ渋谷ニ下車、玉川電車ニテ三軒茶屋ニ下車、国士館ニ行ク、帰宅シタルハ午後七時半頃ナリキ（後略）大正一〇年五月一六日（前略） 来訪花田氏、 神田氏、 原田氏、 大井湛氏 （後略）大正一〇年五月一九日（前略）来訪花田氏、浅井氏（後略）大正一〇年五月二一日（前略）来訪国士館伊藤学生（後略）大正一〇年五月二二日午後八時四十分自宅ヲ出テ国士館ニ到ル、威光、正光、次テ来ル、天野弘一氏送別会、筑前琵琶弾奏数曲、午後六時過帰宅ス（後略）大正一〇年六月一一日（前略）来訪花田氏（中略）午後六時ヨリ日比谷陶々亭ニ於ケル国士館ノ会食ニ出席、夜十時帰宅ス（後略）
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大正一〇年六月一二日午後六時ヨリいろはニ於ケル山岸氏婚礼、披露宴ニ出席、十時帰宅ス大正一〇年 月 五日午前在在宅 大民ノ原稿ヲ草シキ午後、之ヲ交附ス（中略） 大民本部及花田氏ヲ訪ヒ四時半帰宅ス （後略）大正一〇年六月 七日午後九時室ヲ出テ国士館ニ到リ、立助君ノ宅ニテ昼食、小川平吉氏来館ス、来訪原田氏（後略）大正一〇年七月四日（前略）来訪頭山立助氏、馬場恭一氏（後略）大正一〇年七月五日（前略）喜多氏来訪、国士館ヲ勧ム、依テ頭山立助氏夫婦ト共ニ之ニ赴キ、夜八 半頃帰宅ス（後略）大正一〇年七月六日午前大民団本部ニ到ル、喜多氏ト霞町増田ニ赴キ昼食ス、柴田、上塚、花田、関野諸氏来ル、午後西川中将邸ニ名刺ヲ出シテ後、二時過帰宅ス（後略）大正一〇年七月七日（前略）午後国士館学生ノ支那旅行見送ノ為、東京駅ニ行キ六時帰宅ス（後略）大正一〇年七月 八日
（前略）国士館ヨリ六月十一日ノ写真ヲ贈リ来ル大正一〇年七月二三日（前略）午後国士館ニ到 茲ニ宿泊ス（後略）大正一〇年七月二四日午前国士館ニ在リ、午後帰宅ス（後略）大正一〇年八月一〇日（前略）来翰宮地氏、久氏、佐伯氏、齋村氏（後略）大正一〇年八月一四日（前略）来訪喜多氏、国士館学生（後略）大正一〇年八月一六日（前略）終日在宅、原稿起草ノ為ナリ 中 来訪喜多氏及門脇永太郎氏（乃木将軍講演依頼ノ為ナリ） 、国士館学生（大民原稿受領ノ為ナリ） （後略）大正一〇年八月二二日（前略）来訪坂井氏、喜多氏 後大正一〇年九月二三日（前略）来翰上塚氏等 後大正一〇年九月二四日（前略）発翰上塚氏（後略）大正一〇年九月二五日国士館寄宿舎落成式ニ出席ス、 子供等モ皆行キタリ、午後芝青松寺ニ於ケル結城虎五郎氏ノ葬式ニ参列ス
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大正一〇年九月二七日午前国士館ニ到リ間宮老師ノ講演ヲ聴ク、有益ノ話アリ、森氏ノ宅ニテ昼食、後自動車ニテ紅葉館ニ行キ、柴田、小村両氏ノ送別宴ニ列シ、夜九時半帰宅ス、来訪葦津氏、来翰国士館、大民団（後略）大正一〇年九月二九日（前略）柴田、小村両氏、告別ノ為来訪（後略）大正一〇年九月三〇日午前 民団本部ニ到リ、柴田 洋行壮行会ニ参列、次テ東京駅ニ赴キ、 午後 時半発車ヲ見送リ帰宅ス来翰喜多敬太郎氏、頭山家ヨリ松茸ヲ贈リ来ル大正一〇年一〇月八日（前略）来翰花田、森、喜多三氏（後略）大正一〇年 月 一日国士館ニ行ク、 坂井氏送別会アリ、 発翰原口少将（坂井氏紹介状） （後略）大正一〇年一〇月一二日（前略）頭山立助氏ヲ訪フ、夕刻ヨリ陶陶亭ニ於ケル坂井大輔氏送別会ニ、頭山立助氏ト同行出席ス会スル者主客十七名、夜九時帰宅ス（後略）大正一〇年一〇月一三日（前略）来訪坂井氏、告別ノ為、来宅ス（後略）
大正一〇年一〇月一五日（前略）昼食後東京駅ニ到リ、坂井大輔氏ノ渡米出発ヲ見送リ（後略）大正一〇年一〇月一八日（前略）谷中全生庵ニ於テ、故来島恒喜氏三十三回忌（明治二三年一〇月 八日大隈外相爆撃自裁）ニ列席ス（後略）大正一〇年一〇月二四日（前略）来翰武田凞氏（後略）大正一〇年 月二七日松陰神社ニ参拝ス、本日ハ松陰安政六年刑死ノ日ナリ、国士館ニ行キ森氏宅ニテ昼食、午後五時頃帰宅ス、印度人ト同車ス、日本語頗ル巧ミナリ大正一〇年一〇月二八日（前略）発翰上月氏、柴田氏、小村氏（後略）大正一〇年 一月 日（前略）来翰関野直次氏、赤坂区公同会及柴田、小村両氏（後略）大正一〇年一一月二日（前略）国士館教務会議ノ為、大民団本部ニ行キ夜食後、銀座ノ夜店ヲ視、若干買物ヲナシ、十一時前帰宅ス（後略）
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大正一〇年一一月一〇日（前略）来翰書、国士館規則書（後略）大正一〇年 一月 四日（前略）午後麻布連隊区司令部ニ到リ、大演習ニ関スル件ヲ聞キ、 次テ古市龍八郎氏ヲ訪フ、 面会セズ、国士館ニ行キ帰途（後略）大正一〇年一一月一七日午前国士館ニ到リ、特別大演習及飛行機ニ就テ講話ス、頭山立助宅ニテ昼食後、濱地氏ト同氏自動車ニ乗リ、 後一時五十分帰宅ス（後略）大正一〇年一二月二日（前略）花田氏来訪、共ニ自宅ヲ出、増田ニテ昼食、国士館ニ到リ、夜八時頃帰宅 （後略）大正一〇年一二月一二日（前略）午後中央亭ニ於ケル国士館評議員会ニ出席ス（後略）大正一〇年一二月二一日（前略）来翰柴田玉宗氏、 午後国士館ニ到リ帰途（後略）大正一〇年一二月二二日午前麹町隼町二八ニ喜多氏ヲ訪ヒ、次テ神田氏ヲ訪フ（中略）来訪花田氏（後略）
大正一〇年一二月三〇日（前略）国士館ヨリ謝礼ヲ贈リ来ル（後略）大正一一年 月三日（前略）喜多氏養母死去ノ通知来ル、 訪者多数大正一一年 月四日（前略）隼町ニ到リ、故山田刀自 棺前祭ニ列シ、午後過帰宅ス（後略）大正一一年一月 〇日（前略）本朝四時三十分侯爵大隈重信薨去ス、年八十五歳大正一一年一月 四日（前略）発翰柴田、小村両氏 後大正一一年 月一七日（前略）午後日比谷公園ニ於ケル故大隈侯ノ告別式ニ参列ス（後略）大正一一年一月二七日（前略）午前頭山母堂及花田氏（中略）来訪（中略）マンチエスター発柴田氏ノ書来ル（後略）大正一一年一月三十一日（前略）華府会議ヨリ昨三十日帰京ノ坂井大輔氏来訪（後略）大正一一年二月六日
国士舘研究年報 2009　楓
102
（前略）喜多改山田氏ノ書来ル、花田氏来訪（後略）大正一一年二月二一日（前略）山田悌一氏ヨリ故山田登美子刀自一夕話ヲ送リ来ル（後略）大正一一年二月二八日上塚、花田、山本、的野、有馬五氏ニ礼状ヲ発送ス（後略）大正一一年三月八日（前略）夕刻国士館関野氏ヨリ吉本氏ヲ使トシテ金一五〇送リ来ル（後略）大正一一年三月 七日本日午後一時三分、藤田留治郎ナルモノ二重橋ニテ上奏ヲ投シツゝ爆弾自殺ヲ遂ゲタリ、誠ニ不祥事ナリ大正一一年三月一八日（前略） 市川洋造、 長谷川良信、 横道、 三氏ノ書来ル （後略）大正一一年三月二 日（前略）国士館ヨリ来遊ノ案内アリシモ気進マス、終日空シク家ニ在リ読書ス大正一一年四月四日（前略）国士館要覧来ル（後略）
大正一一年四月八日午前東京駅ニ到リ柴田氏ノ帰朝ヲ出迎フ、次テ山田氏宅ニ行キ、柴田氏ノ話ヲ若干聞キ午後二時半帰宅ス（後略）大正一一年四月九日葦津氏来訪、相携ヘテ松陰神社ニ参拝、国士館ヲ観覧セシメ頭山立助君宅ニテ昼食後辞去（後略）大正一一年四月 二日（前略）大民ノ小杉三郎君来ル、原稿ヲ渡ス、頭山立助訓来宅（後略）大正一一年四月 三日（前略）午前葦津氏来訪縁談ノ為ナリ、坂井氏次テ来訪（中略）午後原田氏来訪（後略）大正一一年四月 六日午前在宅、国士館生二名、手塚大尉、上野未亡人来訪（攻略）大正一一年四月 八日（前略）大民ノ小杉君来宅ス（中略）小川氏、国士館ノ書来ル、花田氏来訪（後略）大正一一年四月 九日（前略）小杉君大民四月号ヲ持チ ル（後略）大正一一年四月二〇日
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（前略）夕刻ヨリ中央亭ニ於ケル天野、柴田、坂井三氏ノ歓迎会ニ出席シ、夜九時半帰宅ス（後略）大正一一年四月二二日国士館ニ到ル、渋澤栄一子爵来館講演、午後三時帰宅ス（中略）高橋久次、原田政治両氏来訪（後略）大正一一年五月 三日（前略） 小川氏及大民団ノ書来ル、 共ニ返信ス （後略）大正一一年五月一八日（前略） 葦津氏、 小杉氏 （小杉氏ニ原稿ヲ渡ス） （後略）大正一一年五月二〇日午後四時自宅ヲ出、大民団本部ニ到リ茶話会ニテ講演後、夜十時半帰宅ス（後略）大正一一年六月三日終日在宅、葦津、神田、坂井 柴田、原田、福柳諸氏来訪（後略）大正一一年六月六日（前略）大民六月号来ル（中略）国士館生及大島涛息氏来訪（後略）大正一一年六月二〇（前略）頭山先生ヲ訪ヒ揮毫ヲ依頼シ、立助君ノ病気ヲ見舞フ、 神田、 花田両氏及国士館生来訪ノ由（後略）
大正一一年六月二二日（前略）国士館生花田順平、同薫来訪ス（後略）大正一一年七月二日（前略）国士館ヲ訪フ、帰宅シタルハ午後八時半頃ナリ（中略）国士館ニテ進藤氏、齋村氏、森氏、山田氏等ヲ訪フ、長瀬氏ト閑談ス大正一一年七月六日花田氏来迎、共ニ国士館ニ到ル、野田、栗野両氏来館、野田氏ノ講演アリ（後略）大正一一年七月 四日（前略）小杉君花田氏ヨリノ酒ヲ持チ来ル（中略）大民ノ書来ル大正一一年七月 五日（前略）大民団ニ返信ス（中略）山田氏ヨリ酒ヲ送リ来ル大正一一年八月 日早朝自宅ヲ出テ国士館ニ到リ、本日ヨリ開始ノ夏季講演（阿部、山﨑、天野三氏）ヲ聴キ帰途、有田家ニ立寄リ、午後六時半帰宅ス（後略）大正一一年八月三日午前国士館ニ行キ、有馬頼寧学生ノ講演ヲ聴キ 午後二時帰宅ス（中略） 民八月号来ル（後略）
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大正一一年八月四日午前頭山先生ト国士館ニ到リ、印度人ボース氏ノ講演ヲ開キ、午後一時帰宅ス、正光ハ国士館ニ宿泊ス（後略）大正一一年八月七日（前略）国士館ノ中村君来ル大正一一年八月八日（前略）威光、正光、甥長、国士館ヨリ帰宅ス、午後威光ハ再国士館ニ行ク（後略）大正一一年八月 日（前略）午前寺尾亨博士来訪（後略）大正一一年八月一三日午前国士館ニ行ク、評議員会ノ為ナリ（中略）威光ハ国士館ニ赴ク（ 略）大正一一年八月 九日（前略）夕食後大民団本部ニ於ケル会議ニ出席ス、帰宅シタル 十時過ナリ（後略）大正一一年八月二〇日（前略）午後在宅、大民ノ原稿ヲ草ス（中略）大民ノ奥田君来ル、原稿ヲ渡ス大正一一年九月六日（前略）大民倶楽部ニ返信（中略）月成氏、国士館、
大民クラブ、地理歴史協会ノ書来ル大正一一年九月八日（前略）白石好夫氏ノ書来ル、浅井正純君来訪ノ由大正一一年九月九日（前略）白石氏ニ返信ス（後略）大正一一年九月一〇日（前略）浅井君来訪（中略）大民倶楽部ノ書来ル大正一一年九月一五日（前略）大民倶楽部ニ欠席通知書ヲ発 、威光国士館ニ行ク（後略）大正一一年九月 九日終日在宅、大民原稿ヲ草シ又読書ス（後略）大正一一年九月二〇日（前略）浅井氏原稿ヲ渡ス（後略）大正一一年 〇月一日（前略）夕食後国士館ニ赴ク（後略）大正一一年 〇月一六日（前略）浅井氏来訪、威光国士館ニ帰ル 後大正一一年 〇月一九日（前略）小杉君来訪（中略）大民十一月号 中来ル大正一一年一〇月二一日
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（前略）午後読書及大民原稿草案（後略）大正一一年一〇月二三日終日在宅、読書及大民原稿草案、浅井、神田、花田及小杉諸氏来訪、小杉氏ニ原稿ヲ渡ス（後略）大正一一年一〇月二八日（前略）大民倶楽部ノ書来ル（後略）大正一一年 〇月三 日（前略） 柴田氏ヨリ鰯ヲ贈リ来ル、 筑前産ナリ （後略）大正一一年 月九日国士館第一回卒業式ニ参列ス（中略）大民倶楽部ノ書来ル大正一一年一一月 七日（前略）大民ノ武田君来訪、原稿ヲ依嘱ス（後略）大正一一年 月 八日（前略）大民倶楽部茶話会ニ出席シ夜十時半帰宅ス大正一一年 月二一日（前略）朝山田、今井両氏告別ニ来ル大正一一年 月二五日（前略）室田、 羽梨、 工藤三氏ニ返信ス。林（伊地知）君告別ノ為来訪ス大正一一年一一月二七日（前略）大民、門脇氏ノ書来ル
大正一一年一二月六月午前国士館ニ到リ、法学博士岡實氏ノ講演ヲ聴キ、午後三時半帰宅ス（中略）大民ノ武田君来宅ス大正一一年一二月七日終日在宅読書、又原稿ヲ草ス（後略）大正一一年 二月八日（前略）武田君来ル、原稿ヲ渡ス大正一一年 二月一六日（前略）柴田氏、頭山夫人、林夫人来訪、頭山家ヨリ土産ヲ貰フ（後略）大正一一年一二月二四日（前略）午前十時自宅ヲ出テ銀座街ヲ視テ後、築地精養軒ニ於ケル国士館評議員会ニ出席、昼食後更ニ同所ニ於ケル大民倶楽部ノ忘年会ニ列席、午後六時過頭山翁ト同乗、帰宅ス（後略）大正一一年一二月三〇日（前略）国士館ヨリ餅ヲ贈リ来ル（後略）大正一二年 月一日（前略）佐藤氏、柴田氏、阿部源蔵其ノ他多数来賀ス（後略）大正一二年一月二五日（前略）大民倶楽部並武田氏（渡邉海旭氏ノ文封入）
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ノ書及勤務演習ニ関スル書来ル（後略）大正一二年二月一四日大民新聞来ル（後略）大正一二年三月三一日（前略）大民倶楽部ノ談話会ニ行（後略）大正一二年四月八日（前略）国士館ヨリ高橋菊蔵氏ノ死去ヲ通知シ来ル大正一二年四月九日（前略）高橋菊蔵氏ノ葬式ニ列シ為メ、午後国士館ニ行ク（後略）大正一二年四月 四日（前略）武田凞君来訪ノ由（後略）大正一二年四月二 日（前略） 午後モンソン氏ヲ フ、 大民倶楽部ニ立寄リ陸軍省ニ吉田氏ヲ訪フ（後略）大正一二年五月 〇日（前略）大民倶楽部ニ到リ頭山翁清話 受領シ来ル（後略）大正一二年五月 四日（前略）大民倶楽部ノ書及小冊子、門脇氏ノ書 ル大正一二年五月一八日（前略） 国士館ニ行キ秋山博士ノ講演ヲ聴キ帰途 （後
略）大正一二年五月二〇日（前略）柴田氏、 原夫人、 川崎萬蔵氏、 甥勝等来訪（後略）大正一二年五月三〇日（前略）午前国士館ニ行キ海軍中将加藤寛治氏ノ講演ヲ聴ク、帰途（後略）大正一二年六月五日（前略） 大民六月号、 入江大佐、 郷友会ノ書来ル （後略）大正一二年六月六日（前略）大民倶楽部、海外団本部ノ書来ル大正一二年六月九日（前略）大民倶楽部ニ到リ茶話会ニ出席、午後十時帰宅ス（後略）大正一二年六月 六日（前略）夜大民倶楽部ニ於ケル高橋、上塚両氏ノ送別会ニ出席シ、八時半帰宅ス（後略）大正一二年六月 九日（前略） 花田順平氏ヨリ海外団ノ書類ヲ送リ来ル （後略）大正一二年六月二八日（前略）国士館ニ行キ午後五時半帰宅ス 後
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大正一二年七月一二日（前略）夕食後大民倶楽部ニ行キ協議ニ列ス（後略）大正一二年七月一三日（前略）花田氏ヨリ酒ヲ送リ来ル、柴田氏、原田氏来訪（後略）大正一二年七月 四日（前略）夕食後大民倶楽部茶話会ニ出席、九時過帰宅ス（後略）大正一二年七月二 日（前略）花田、山田両氏ノ書来ル、国士館生来ル大正一二年七月二八日（前略）国士館ニ行ク（中略）花田、山田 千葉氏ノ書来ル大正一二年八月 日（前略）大民ノパンフレツド来ル大正一二年八月七日（前略）国士館ヨリ講演会ノ件、電話アリ（後略）大正一二年八月八日（前略）夕食後大民倶楽部ニ行ク 後大正一二年八月一七日（前略）午後護国寺ニ於ケル田尻子爵ノ葬儀参列ス（後略）
大正一二年八月一九日（前略）大民倶楽部ニ到リ秋山氏ト同行、当麻山光明学園ニ赴ク（後略）大正一二年八月二〇日午前軍事ニ関スル講演ヲナシ昼食後、光明学園ヲ辞シ八王子ヲ経、午後六時半帰宅ス（後略）大正一二年八月二八日（前略）午後故加藤首相告別式ニ総理大臣官邸ニ行ク、朝花田氏、夕中村君 夜葦津氏来訪（後略）
　
一九一九（大正八）年に世田谷に移転した国士舘は、
法令に基づく課程ではないものの高等部、次いで大正一二年に中等部を設
置
）（（
（
して、一定の教育体制を整えた。
長文にわたったが、関東大震災で被災した俊蔵が国士舘に居住する直前の大正一二年八月までを、懐中日記に概観した。　
俊蔵は、監事及び評議員の任を勤めるととも 、国士
舘での行事 多数参加している。 九二一（大正一〇）年四月三日、俊蔵は、上塚司とともに外務省に外務大臣内田康哉を訪ね、 国士舘の 「本部楼上」 で内田の 「座談的」外交談を聞
く
）（（
（
。また、大正一一年四月二二日には、大講
堂で渋沢栄一の講演を聞いてい
る
）（（
（
。渋沢は、この講演の
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直後に、大正一〇年に発足した国士舘維持委員会に加わり、国士舘を支援することになる。　　
また、 俊蔵は、 一九二一（大正一〇）年四月一七日に、
国士舘内に完成した舘宅五軒の披露式に参列し
た
）（（
（
。舘宅
は、国士舘講師陣が住居として使用し、学生と身近に接し、まさに寝食を共にするために建設された。大正一〇年七月七日には、 「支那事
情
）（（
（
」 を教えた学
監
）（（
（
森茂の引率で、
高等部第一期生の「支那旅
行
）（（
（
」見送りに、俊蔵は東京駅
へ赴いている。大正一一年一一月九日の高等部 第一回卒業式にも参列にした。懐中日記に挟まれていた「国士館々歌」は、左 に書かれた 受領」の文言から、卒業式に受け取った のであり、卒業式で歌われたも と考えられる（写真） 。　
さて、懐中日記にも記されている「大民倶楽部」の活
動について述べておきたい 大民倶楽部は、 一九一九 （大正八）年一二月二〇日、赤坂見附の皆香園で発起人会が開催され発足し
た
）（（
（
。翌九年一月八日には、丸の内中央亭
で第一回大民倶楽部例会が開催され、頭山満等二三名が参加して普通選挙問題を討議してい
る
）（（
（
。大正九年二月五
日に俊蔵が参加した「大民倶楽部例会」は 第二回目の開催であった。この会の主題は「西比利亜撤兵の可否」についてで、長瀬鳳輔の発言を口火に討議が行われてい
懐中日記中の国士館々歌
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る
）（（
（
。
　
一九一三（大正二）年四月に発足した青年大民団は、
大正五年に機関紙『大民』を創刊した後、大正六年にこの教育機関として私塾「國士館」を創立す
る
）（（
（
。いわば青
年大民団は、国士舘の母体であった。大正八年に発足した「大民倶楽部」は、 青年大民団を改称しただけでなく、国士舘の世田谷移転を契機に、再度、団体内部の意義付けを模索したという意義を持っている。　
一九二二（大正一一）年三月一八日、俊蔵に「長谷川
良信」の書簡が届いて るが 柴田德次郎が創立委員に名を連ね、大正八年一月に長谷川が創設した「マハヤナ学
園
）（（
（
」は、大民団の一事業として位置づけられた。大正
九年一〇月頃の「 民団清規」 は、 その目的部分に 育英養材、 「国士館 を経営す。文化指導 「大民倶楽部」を経営す。共済互恵、マハヤナ学園を経営す。 」と掲げられ、大民団の各活動が明確にされてい
る
）（（
（
。
　
大民団の中で、機関雑誌『大民』の発行をはじめとす
る事業を担った「大民倶楽部」 活動は、懐中日記からも窺うことができる。一九二 （大正九）年二月 四日、俊蔵の元に届いた『大民』二月号は「普通選挙号」と題して発行された。同号には、 正九年一月に前述した第一回例会の討議を受けて、貴族院・衆議院の両院全議員
に対して提出した勧告状を掲載
し
）（（
（
、あわせて、議員五〇
名より大民倶楽部に寄せられた勧告状の回答も掲載した
）（（
（
。これらの運動の高まりの中で、俊蔵は、大正九年二
月八日に、学生運動の高揚を見て「幾年カノ後ニハ成功セン」と一定の希望を示しつつも、三月二五日には、廃案の結果を「当然ノ成行ナリ」と記したように、少なからず客観的に見ていたようである。　
加えて、一九二〇（大正九）年八月一二日に、俊蔵
が参加した「今村」の歓迎会 着目したい。 「今村」は、同年九月七日の記述からも、青年大民団鹿児島支部の主幹を務めた今村貞治であろ
う
）（（
（
。鹿児島支部は、既に大正
八年一一月二日に今村宅に三八名が集って発足 いた。そのほか大民倶楽部 支部は、大正一二年八月八日に発足した宮崎の都城支部のほか、弘前、秩父、広島に設けられてお
り
）（（
（
、大民倶楽部の活動は、地方に広がりを
見せつつあった。三
　
関東大震災と俊蔵の国士舘生活大正一二年九月一日午前十一時五十八分、空前ノ大地震東京市街各所ニ火災起リ、 被害甚大、 激震止マズシテ、 夜ニ入リ益々
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強盛ナリ大正一二年九月二日午前三時半ヨ 四時迄ノ間ニ、我カ家ハ遂ニ焼ケ落チタリ、妻子等ヲ世田ヶ谷ニ避難セシメ後、大村邸前ニアリ、五時此方面火止ム、 （中略）自動車ヲ迎ヘ来リ、荷物ヲ国士館ニ運フ、内田、末次、有田家ヲ訪フテ国士館ニ到ル大正一二年九月三日（前略） 昨夜来、 朝鮮人暴動ノ風説ニテ人心淘々タリ、東京市街ハ大約五分ノ四消失セリ大正一二年九月五日午前吉見大尉ノ使来ル、午後吉見大尉ヨリ乗馬及伝騎二名ヲ遣ス、依テ新宿駅ニ到リ交通ノ状況ヲ問合セ、小石川中島家、本郷森本家ヲ訪フ、皆無事、十花ヨリ義弟上京シ来レリトノ事ナリ（ 略）大正一二年九月六日午前中島義弟及同村吉田孫作氏、見舞ノ為メ国士館ニ来ル（中略）終日国士館ニ在リ（後略）大正一二年九月七日終日国士館ニ在リ（中略） 今後ノ件ニ付会議ス、此夜ヨリ旧寄宿舎階下ニ移眠ス大正一二年九月八日
避難後、国士館大講堂ニ収容セシ貨物全部ヲ、旧寄宿階下二室ニ移転ス、威光焼跡ニ行ク大正一二年九月九日終日国士館ニ在リ 庭園掃除（後略）大正一二年九月一〇日終日国士館ニアリ、中学部登校者十四名 対シ、今回ノ災害ヲ機トシ訓話ス大正一二年九月 三日午後八時発大民倶楽部 行ク 昼食後東京市役所、東京府庁及芝浦配給班ニ行ク、米三十俵其他受領ノ事ヲ定ム 、麻布連隊区司令部ニ行キ、午 六時帰館ス（後略）大正一二年九月一四日（前略）終日在館、本日学生等芝浦ニ到リ、白米三十俵、塩鮭三箱（九十尾）ヲ受領シ、午後六時半帰館ス大正一二年九月一五日中学部授業開始、館長以下懇談、偕行社ニ到リ（中略）赤坂区役所及警察署ニ立寄リ、午後 時帰館ス（後略）大正一二年九月一八日（前略）夜茶話会ニテ訓話ス 後
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大正一二年九月二一日午前上級学生ニ対シ講話ス、終日在館（中略）頭山氏御殿場ヨリ帰着大正一二年九月二 日（前略）頭山翁同立助来訪、夜本部ニテ柴田玉宗氏、匹田氏ト十時迄談話ス（後略）大正一二年九月二三日（前略）終日在館、掃除及洗場ヲワカス（後略）大正一二年九月二四日終日在館、午前本部ニテ柴田玉宗氏ト囲碁後、石井澄之助君及仕官予科生徒阿部勇雄君ト談話ス （中略）夜匹田氏来談（後略）大正一二年九月二五日午前在館、午後（中略）大民倶楽部ニ到ル、皆不在ナリ（後略）大正一二年九月二八日（前略）午前本部ニ在リ、午後庭園草刈リ、夜早寝安眠大正一二年九月二九日午前柴田館長カ、学生ニ対スル講話ヲ聞ク（中略）夜柴田館長厳父ノ死去ヲ知ル、山田家ニ行大正一二年一〇月一日
（前略）学生ニ談話ス（後略）大正一二年一〇月二日学生ニ談話ス （中略） 頭山家ヨリ牛肉ヲ送リ来ル （後略）大正一二年一〇月六日終日在館（中略）夜柴田玉宗氏来訪、福岡ヨリ帰京ノ通告ナリ大正一二年一〇月七日（前略） 終日在館、 午前柴田玉宗氏、 宇田川来訪 （後略）大正一二年 〇月八日終日在館（中略）光明学園ノ小林重良氏来ル、夜匹田少佐来談ス大正一二年一〇月九日終日在館、野田翁来館、柴田玉宗氏ト相共ニ、頭山翁ヲ訪フ、夜柴田氏匹田氏来談ス大正一二年一〇月一一日（前略） 午後学生ニ談話ス （中略） 上塚氏来訪 （後略）大正一二年 〇月 二日午前在館、午後頭山翁ヲ訪フ、囲碁ヲ観ル（後略）大正一二年 〇月一三日午前在館、 柴田館長ノ学生ニ対スル講話ヲ傍聴ス （後略）
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大正一二年一〇月一五日午前在館、 午後高等科学生ニ対シ訓示的談話ヲナス、世田谷区長羅災者調査ニ来ル（後略）大正一二年一〇月一七日朝（中略）松陰神社ニ参拝ス（中略）阿部秀助氏来訪（後略）大正一二年一〇月 二日（前略）矢野閑学生退館ニ付、告別ニ来ル大正一二年 〇月二三日（前略） 中学生ニ訓話ス、 越智、 白杉二氏、 大民倶楽部、偕行社、 酒保ノ書及筑紫史談第 十七号来ル（ 略）大正一二年一〇月 四日大民倶楽部ノ評議員会ニ出席ス 後大正一二年 〇月二七日午前（中略）松陰神社ニ参拝ス、幼年学校生徒来拝ス、 伊藤大佐以下在リ、 乃木将軍献石燈籠ノ写真（大地震ニ倒レサリシモノ）ヲ示ス生徒ニ対シ教官訓話セリ（後略）大正一二年一〇月二九日（前略）学生ニ談話ス、伊藤七郎君来ル大正一二年 〇月三 日午前中学生ニ対シテ勅語ヲ奉読シテ後、訓話ス 陸
軍省ニ高田中佐ヲ訪ヒ、瑞三等ヲ貰ヒ受ク、大火ノ時、紛失シタルヲ以テナリ（後略）大正一二年一一月一日（前略）国士館運動会、夜茶話会（後略）大正一二年 一月三日午後九時発匹田少佐、柴田玉宗君ト同行 横浜市惨害ノ跡ヲ巡視、帰途鶴見総持寺ヲ視察シ、午後六時過帰館ス大正一二年一一月五日（前略）午後学生ニ談話ス、配給品毛布及襦袢各一枚ヲ久了松本伊之助氏持来ル大正一二年一一月九日（前略）国士館第二回卒業式（後略）大正一二年 一月 〇日（前略）国士館卒業生ノ為ニ、青山いろはニテ送別宴ヲ催シ、之ニ出席ス（後略）大正一二年一一月一二日（前略）午後学生ニ談話ス（後略）大正一二年 一月 五日（前略）終日在館、夜ハ頭山翁ノ恵贈ニテ、学生一同ト共ニ会食ス大正一二年一一月 一日
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（前略）長瀬、 山田、 柴田、 匹田氏等ト中学生ヲ同行、洗足池本門寺等ニ遊ヒ、大森ヨリ乗車、午後四時半帰着ス（後略）大正一二年一一月二四日午前中学生ニ日露戦争ノ話ヲナス 午後弁論部ノ演説ヲ傍聴ス、上塚氏ノ欧州漫遊感想談アリ大正一二年一一月 六日（前略）午後学生ニ日露戦後当時ノ事情ヲ談話ス夜匹田君来訪大正一二年一一月 七日（前略）羅災申告書ヲ赤坂区役所ニ行ク（後略）大正一二年 一月二八日（前略）国士館学生乗馬ノ件ニテ、近衛野砲兵連隊ニ行キ連隊長ニ会シ、承諾ヲ得、 後在館ス大正一二年一一月三〇日学生ニ談話ス（中略）終日在館、午後草苅ヲナス大正一二年 月 日終日在館、午前学生ニ軍隊教育ノ要領ヲ談話ス、午後草刈ヲナス（後略）大正一二年一二月三日（前略）終日在館、草苅ヲナス、学生鈴木虎雄君退館ニ付、告別ニ来ル（後略）
大正一二年一二月五日午前頭山翁ヲ訪フ、 石井環氏ノ書来ル、 草苅ヲナス、午後、苔香園ニ於ケル生存同盟発会式ニ出席、六時半帰館ス（中略）学生佐藤利市君帰郷ニ付、告別ニ来訪ノ由（後略）大正一二年一二月六日午前頭山翁赤坂福吉町ニ転居ニ付見送ル（中略）草苅ヲナス、午後電話ニテ乗馬ノ件 近砲ニ問合セシメ諒解ヲ得、八日ヨリ開始ノ事ニ決定ス大正一二年一二月七日午前学生ニ談話ス（中略）午後草苅ヲナス、学生丸山栄之助君帰国ニ付、同石井澄之助君岐阜行ニ付、告別ニ来ル大正一二年一二月八日午前在館、草苅ヲナス、午後学生ヲ供ヒ近衛砲兵連隊ニ到リ乗馬演習ヲナサシム（後略）大正一二年一二月一〇日（前略）終日在館、午後学生弁論会ニ出席ス（後略）大正一二年 一月 一日午前在館、草苅ヲナス（中略）大久保寅雄氏、生存同盟ノ書、乃木式第百七号、偕行社、酒 物価表来ル（後略）
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大正一二年一二月一四日浅草仏教青年伝道会館ニ於ケル生存同盟ノ演説会ニ出席、午後六時三十分帰館ス（後略）大正一二年一二月一五日午前（中略）世田ヶ谷ぼろ市ヲ見物ス、実ニ盛ナルモノナリ （中略） 午後学生ヲ供ヒ近砲ニ乗馬 行キ、荒蒔大佐、門馬 佐ニ会ス、夜横田一技君来訪大正一二年一二月一七日（前略）午前在館、草苅、午後学生ヲ供ヒ近砲ニ乗馬ニ行ク（後略）大正一二年一二月一八日午前在館（中略）午後小石川伝通院ニ於ケル生存同盟ノ演説会ニ行キ、六時前帰ル（後略）大正一二年一二月 二日終日在館、 後終業式（中略）夜学生ノ茶話会アリタルモ風邪ノ為、出席セス、児女ハ出席ス大正一二年一二月 三日終日在館（中略）夜山田氏宅 テ会食、勝国寺住職来訪ノ由大正一二年一二月 四日芝増上寺ニ於ケル無縁名士追悼会ニ参列ス ）柴田、匹田両氏、桑原学生、告別ニ来ル（後略）
大正一二年一二月二六日終日在館、 草苅（中略）山田氏ヨリ酒ヲ送リ来ル（中略）春日学生、告別ニ来ル大正一二年一二月三〇日（前略）此日正午ヨリ国士館餅撒、夜十二時半頃終了ス（中略）不幸ナリシ年ハ去リタリ大正一三年一月 日国士館関係者一同ト明治神宮ニ参拝シテ五個條ノ御誓文ヲ奉読シ、天皇皇后両陛下、摂政宮殿下、大日本帝国ノ萬歳ヲ各 唱ス、野田、栗野 頭山、葦津、内田諸氏及大民倶楽部ヲ訪問ス（後略）大正一三年一月四日終日在館（中略）学生伊藤金五郎君入営出発ニ付、告別ニ来ル大正一三年一月五日終日在館（中略）国士館雑煮会（後略）大正一三年 月八日終日在館（中略）齋村氏ヨリ伊勢神宮参拝記念品ヲ送リ来ル（後略）大正一三年一月 一日午前大民倶楽部建築地鎮祭ニ列ス（中略）夜匹田氏来訪
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大正一三年一月一二日午前在館、午後学生ヲ供ヒ近砲ニ乗馬演習ニ行キ、入江大佐、瀬木君ニ会ス（後略）大正一三年一月 四日午前在館（中略）柴田玉宗氏ト夕食ヲ共 ス（中略）武道寒稽古開始大正一三年一月 五日（前略）世田ヶ谷ボロ市ヲ観ル（後略）大正一三年 月一六日終日在館、午後中学生ニ談話ス（後略）大正一三年 月二〇日（前略）匹田氏来訪、学生乗馬演習取締ノ件報告アリ大正一三年一月二一日終日在館（中略）学生剣道教師岡野亦 氏来着（中略）午前中学生ニ談話ス大正一三年一月二五日午前在館 （中略） 国士館学生弁論会茶話会アリ （後略）大正一三年 月三〇日中村誠太郎君上海行、告別ニ来ル（後略）大正一三年 月三一日（前略）夕食時柴田玉宗君ヲ招キ共ニ飲ム談笑爽快
ナリ大正一三年二月一日終日在館（中略）在米堀氏兄弟ニ岡本祐君渡米ノ件ニ関シ、依頼状ヲ発ス大正一三年二月四日終日在館（中略）夜石井澄之助君来訪ス大正一三年二月六日（前略）午前学生ニ談話ス（中略）千田君告別ニ来ル大正一三年二月七日終日在館（中略）夜匹田君来訪、住宅ノ件ニ付テ話ノ為ナリ（中略）伊藤 雄君ヨリ土産、寒豆腐ヲ贈リ来ル大正一三年二月八日終日在館、午前柴田館長ト学生ニ談話ス、今ノ学生ハ多クダメ（後略）大正一三年二月 〇日終日在館（中略）朝石井君ニ訓話ス（後略）大正一三年二月一 日終日在館（中略）学生尾崎君、外国語学校受験ニ関スル書類ヲ持来ル大正一三年二月 四日
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終日在館、杉浦重剛氏昨日午後一時十五分逝去セラレタルヲ本朝承知ス、居室ノ土壁ヲ板壁ニ改修成ル大正一三年二月一五日大民倶楽部上棟式ニ参列 （後略）大正一三年二月一六日（前略）午前大民倶楽部ニ行キ、午後杉浦重剛翁告別式ニ参列ス（後略）大正一三年二月 七日午前柴田君ト出京、神保町ニテ別シ（中略）午 二時帰ル、威光近砲ニ乗馬ニ行ク（後略）大正一三年二月二 日（前略）学生弁論会開催（後略）大正一三年二月二七日終日在館（中略）夜白鳥尭助氏、ブラジル移民及同国実況ノ活動写真ニテ説明ス、来観者頗ル多シ大正一三年二月二八日午前在館、午後大民倶楽部評議会ニ出席ス（後略）大正一三年二月二九日午前在館、藤井氏ニ講演依頼状ヲ発ス（中略）館生福島隆吉君青島行ニ付告別ニ来ル大正一三年三月八日午前在館（中略）山田氏ヨリ鯛ヲ贈リ来ル、頭山乙
次郎君、伊地知君来訪大正一三年三月一二日午前在館、竹上中将、対露同志会ノ書来ル（後略）大正一三年三月一六日午前在館（中略）午後大民倶楽部ニ行ク、船越氏ヲ訪フ、三河屋ニ於ケル
10 ．
A
．会ニ出席、東京ホ
テルニ於ケル船越氏立候補相談会ニ列席（後略）大正一三年三月一七日午前在館、学生ニ談話ス（中略）暴露膺懲有志会ノ書来ル（後略）大正一三年三月 八日午前在館（中略）午後暴露膺懲会発起人会ニ出席、六時帰還ス（後略）大正一三年三月二〇日午前演伎座ニ於ケル暴露膺懲大会 出席（中略）学生桑原善一君告別ニ来リシ由大正一三年三月二一日（前略）大民倶楽部落成式ニ参列シ、午後五時帰ル、朝長瀬氏来訪大正一三年三月二六日柴田氏立候補相談ノ為、進藤、山田両氏ト麻布野田邸ニ到ル、次テ島原、堀米両氏ヲ訪フ、昼食後隼町
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大民倶楽部ニ赴キ、有志相会シ相談協議決定ス、午後八時過帰ル（後略）大正一三年三月二七日（前略）陸軍省ニ鹿野主計氏ヲ訪ヒテ、大民倶楽部ニ行キ、モンソン商会ヲ訪フテ帰ル（中略）学生深水君告別ニ来ル大正一三年三月二八日（前略）柴田玉宗君、山田君来ル、マハヤナ学園ノ書来ル（後略）大正一三年三月二九日（前略）中野正剛氏ノ書来ル大正一三年三月三〇日（前略）六本木ナル柴田ノ選挙事務所ニ到ル（後略）大正一三年三月三一日終日選挙事務所ニ在リ、 十数年目ニ林重俊氏ト相会ス（後略）大正一三年四月二日（前略）選挙事務所ニ行ク、大民倶楽部ニ於ケル暴露膺懲会ニ出席ス、参謀本部員三宅中佐露国ノ事情ヲ講演ス、午後七時帰ル（後略）大正一三年四月三日午前在館（中略） 井氏生徒ヲ供ヒ来訪、岡野君来
訪（後略）大正十三年四月四日（前略）威光ハ柴田氏ノ政見発表演説傍聴ニ出京、宿泊ス大正一三年四月五日（前略）柴田玉宗氏ト同行、上野ニ到リボース氏ニ会シ、本庄ニ赴キ下車、長瀬氏ニ会シ相共ニ自動車ニテ群馬県多野郡鬼石町ニ到リ、 日地劇場ニテ講説、頗ル盛況、夜ハ有志ノ歓迎宴ニ臨ミ、十二分ノ優遇ヲ受ケ、十一時過キ就寝ス（後略）大正一三年四月七日隼町ニ於ケル故高橋氏ノ一週忌ニ列シ、後裁判所ヲ見物シ、選挙事務所ニ立寄リ、玉宗君高橋未亡人ト同行、午後六時帰 （後略）大正一三年四月八日真藤氏ト選挙事務所ニ到リ 中 葦津 頭山、尾崎、船越、渡邉諸氏ヲ訪問後、事務所ニ立寄リ、午後五時半帰ル（後略）大正一三年四月一〇日選挙事務所ニ到ル、 午前松井 フ、 午後山本長岡氏、原田氏ヲ訪ヒ、六時帰ル（中略）暴露膺懲会ノ書来ル
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大正一三年四月一一日（前略）マハヤナ時報（中略）ノ書来ル（中略）選挙事務所ニ到リ、午後五時帰宅ス、柴田玉宗氏ヨリ酒ヲ貰フ大正一三年四月一二日選挙事務所ニ行ク、原田君来所ス、山本氏ヲ訪フ不在、伊森氏ヲ訪ヒ要談ヲナス（中略）宮川応援会ノ書来ル大正一三年四月一九日（前略） 終日選挙事務所ニ在リ、 午後幹部会議ヲ開ク、少シモ楽観出 ズ（後略）大正一三年四月二二日（前略）選挙事務所ニ行ク、午後神田、大音、吉田、頭山、葦津、船越諸氏ヲ訪フ、七時帰宅ス（後略）大正一三年四月二四日（前略）選挙事務所ニ在リ、午前有権者三名ニ依頼ノ為メ訪問、午後山本政太郎氏ヲ訪ヒ依頼ス、三古谷氏ニ会ス（後略）大正一三年四月二五日（前略）選挙事務所ニ到リ、午後三古谷、久野、船越三氏ヲ訪問ス、午後四時頃帰館ス（後略）大正一三年四月二七日
（前略）岡本祐君ヲ堀兄弟ニ紹介ノ書ヲ、岡本君ニ渡ス大正一三年四月二八日（前略）選挙関係書数通（中略）暴露膺懲会演説速記録来ル、午前選挙事務所ニ在リ（中略）福島、頭山、葦津、橋野、伊森諸氏ヲ訪ヒ、午後六時半帰ル（後略）大正一三年四月二九日選挙関係書来ル（中略）選挙事務所ニ到ル、午後青山事務所巡視、夕食後柴田氏ト共ニ榎坂、福吉両町有志会ニ会談後、十二時前帰大正一三年五月一日選挙事務所ニ行キ、午後 時半帰館（中略）岡本祐君渡米告別ニ来ル（後略）大正一三年五月二日威光ヲシテ岡本君渡米ヲ東京駅ニ見送ラシメ、堀宛ノ礼状 依托ス（中略）午前選挙事務所ニ行キ次テ船越、 橋、久野、葦津諸氏ヲ訪フ、途中石田氏ニ会ス、午後学生ヲ供ヒ偕行社 ク（ 略）大正一三年五月三日（前略）午前選挙事務所ニ到（中略）船越氏ノ推選依頼書来ル
森俊蔵懐中日記に見る国士舘創立期
119
大正一三年五月四日船越氏ノ推薦状ヲ郷里ノ親籍知人ニ発送ス（中略）森本母子来訪、 井上角五郎氏托贈品ヲ持来ル午後伊森氏ヲ訪フテ後、選挙事務所ニ到ル、次テ牛込ニ佐藤氏ヲ訪ヒ、七時三十分帰館ス大正一三年五月五日（前略）永井柳太郎氏ノ柴田推薦状来ル、午前選挙事務所ニ到リテ後、青山六丁目同事務所ニ赴キ、同所員ト相供ヒ明治神宮ニ参拝ス（後略）大正一三年五月六日午前選挙事務所ニ在リ、午 麻布区宮下坂下両町戸別訪問ス（中略）議員候補推薦状来ル大正一三年五月七日（前略）選挙事務所ニ到リ後赤坂区各事務所ヲ巡視ス、選挙入場券来ル、候補者推薦状来ル大正一三年五月八日選挙事務所ニ到ル、鳥居庄次郎氏 麻布赤坂有権者数十軒ヲ訪問ス、夜麻布及赤坂ニ於ケル演説会ニ到リ、十一時半事務所ニ帰リ、次テ増田屋ニ行キ、茲ニ大林、依田両氏ト共 泊 船越氏ノ電報来ル大正一三年五月九日舟越氏ニ発電ス、午前事務所ニ在リ、午後鳥居氏
ト有権者ヲ訪問ス、夜平野氏ト青山一丁目ニ到リ、十一時過帰リ、次テ依田氏ト夜半過増田屋ニ到リ泊ル、横道氏、原山氏ノ書 選挙推薦書来ル大正一三年五月一〇日本日ハ投票日ニ付、早朝増田屋ヲ出テ事務ニ行キ、爾後麻布赤坂両投票所ヲ往来スルコト数十回、頭山家ニ到ル不在、午後七時二十分帰宅ス、森本秀子玉置氏ノ書、選挙推薦ノ書来ル大正一三年五月一一日午前事務所ニ到リ 開票ノ結果ヲ見 、午後六時ニ至ルモ不可ナリ、遂ニ落 ス（中略）午後六時六本木発七時横道家着、伊森、垂井氏等ト会飲ス 十時過辞去、十一時半帰宅ス大正一三年五月一五日終日在館（中略）柴田両氏、 高橋未亡人等来訪ス（中略）夜花田、大傍 尾崎ノ三学生来訪、談話大正一三年五月 六日（前略）石井澄之助君来訪（後略）大正一三年五月一八日（前略）谷川学生帰来挨拶ニ ル大正一三年五月二一日終日在館（中略）深見学生挨拶ニ来ル
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大正一三年五月二二日終日在館、高橋家ヲ訪フ（中略）高橋一夫氏ノ渡欧送別ヲ兼ネ、本夜寄宿舎楼上ニテ茶話会ヲ催シ、九時散会ス（後略）大正一三年五月二四日午前在館（中略）昨二十 日秩父長瀞地方ニ修学旅行シタル中学生、夜九時頃大雨中ニ帰館ス、夜大雨大正一三年五月二五日終日在館（中略）上塚司氏来訪（後略）大正一三年五月三一日（前略）柴田氏ト昼食ヲ共ニス（中略）大民倶楽部、国民対米大会ノ書来ル大正一三年六月二日午前在館、午後 民倶楽部評議会ニ出席ス（後略）大正一三年六月三日終日在館 （中略） 学生 傍君帰郷ニ付告別ニ来ル （後略）大正一三年六月六日（前略） 本日午後秩父宮殿下演習ニテ来館ノ由 （後略）大正一三年六月八日終日来館（中略）柴田巌生君来訪（後略）大正一三年六月一一日
（前略）黒龍会、中野正剛氏、脇田勇氏ノ書、乃木式第
113号来ル（中略）加藤高明内閣成立
大正一三年六月一五日（前略）夜柴田氏来訪、転居ノ件ヲ催告ス（後略）大正一三年六月一 日終日在館（中略）岡本祐氏、脇田勇氏ノ書来ル、学生小川忠太郎君勤務演習召集ニテ出発ニ付告別ニ来ル大正一三年六月二六日（前略）午前在館（中略）学生鄭恩澤君休暇帰鮮ニ付告別ニ来 （中略）柴田玉宗氏ト夕食ヲ共ニス大正一三年七月 日芝増上寺ニ於ケル国民対米大会ニ、発起人トシテ列席、午後六時半帰宅ス（中略）頭山氏及び白杉氏ノ贈物到来ス（中略）米国排日移民法実施大正一三年七月四日午前山田君ト住宅ヲ見ニ行ク（中略）学生桑原善君休暇帰郷ニ付、告別ニ来ル大正一三年七月八日終日在館、 黒龍会ノ書来ル、 横田 枝君来訪（中略）夜寄宿舎ニテ茶話会ヲ催ス 支那人ノ観タル日本人ヲ話ス、夜花田氏来訪
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大正一三年七月九日柴田館長来話、小川忠太郎君帰来ス（中略）横田君辞去、終日在館大正一三年七月 一日（前略）午後世田谷警察署員、鮮人鄭恩澤ノ事ヲ調査ニ来ル、愚ノ極ミナリ大正一三年七月 日黒田侯爵庭園ニ於テ催サレタル郷友会ノ士官候補生、送別会ニ出席、一場 講話ヲナス（中略）尾崎来七君帰省、告別ニ来ル（後略）大正一三年七月一三日（前略）国民対米会ノ報告書来ル、終日在館（後略）大正一三年七月一六日終日在館、中学生学期末試験本 終了（後略）大正一三年七月一 日午前在館（中略）学生恒吉 ニ付告別 来ル大正一三年七月一九日午前中学生成績発表 （中略） 学生鈴木善 君休暇中、支那旅行ニ付告別ニ来訪セシ由（中略）朝、立助君ヲ訪フ大正一三年七月二〇日（前略）山田君ヲ訪フ、寺尾、二宮両学生休暇帰省
ニ付告別ニ来ル（後略）大正一三年七月二四日終日在館（中略）有馬純雄老人（八十八才）本日午前十一時半頃死去、夜半頃迄御伽ス（後略）大正一三年七月二五日（前略）故有馬純雄氏告別式（中略）雑誌生存同盟来ル大正一三年七月二七終日在館（中略）学生富満、川越両君休暇帰省ニ付告別ニ来ル、横田一枝君告別ニ来ル、齋村氏子女帰省ニ付告別ニ来ル、朝山田君来訪ス大正一三年七月二八日（前略）長瀬氏ニ住宅新築ノ件ヲ途中ニテ話ス大正一三年七月三一午前七時半発、赤坂河野書店 東京駅、大民倶楽部、星桜会ニ行キ、帰途有田家 立寄 （後略）大正一三年八月四日終日在館、中村、木庭、武田 氏及国民対米会ノ書来ル（後略）大正一三年八月七日（前略）柴田玉宗氏、学生手島志垣両君帰省ニ付、告別ニ来ル（中略）終日在館
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大正一三年八月一一日朝横田君来訪（後略）大正一三年八月一三日終日在館、学生谷川君帰来ス（後略）大正一三年八月一六日（前略）学生鈴木君帰来ス大正一三年八月二三日池尻ノ貸家ヲ視テ後、 赤坂福吉町ニ葦津氏ヲ訪フ （中略）居住地ノ件ヲ妻子ニ相談ス（後略）大正一三年八月二五日（前略）午前在館、午後妻及春光ヲ供ヒ池尻ノ貸家ヲ見ル、修繕中ニテ適良ナリ、然ルニ今後ノ事ヲ考慮シ断然、帰郷スルコトニ決心シ、家主及小川運送店ニ之 通知シテ帰ル（後略）大正一三年八月二七日朝学生寺尾君帰来ス 昨日認メタル帰郷予報五通ヲ発送ス、頭山氏転居ノ通知来ル（後略）大正一三年八月二八日終日在館（中略）学生柴田満洲生本 帰国セリ大正一三年八月二九日（前略）午前八時半出発大民倶楽部ニ行ク（中略）柴田館長引越来来訪
大正一三年八月三〇日朝柴田館長、伊森父子（中略）来訪（中略）齋村氏ヨリ土産ヲ貰フ、柴田玉宗氏帰来ス大正一三年八月三一日（前略）朝、玉宗氏ニ帰国ヲ内談ス（後略）大正一三年九月一日（前略）終日在館、長瀬氏、尾崎君ヨリ土産物ヲ送リ来ル、中学生始業式、真藤氏ト会談帰国ノ件ヲ予報ス（中略）夜柴田君来ル、朝少雨、伊藤重親君来ル大正一三年九月二日（前略）生存同盟八、 九月号来ル（後略）大正一三年九月三日午前六時半出発九段ニ到リ、在米堀氏兄弟ニ帰村通知ヲ発ス（中略）岡部中佐及大民倶楽部ノ書来ル武田凞君告別ニ来訪セシ由大正一三年九月四日（前略）羽梨君ニ会ス、頭山、横道、出石、安東、岡島各家ニ帰国ノ告別ニ行キ午後六時帰館ス （中略）吉池慶正氏来訪ノ由大正一三年九月九日午前在館、帰国通知書ヲ認メ了ル（後略）
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大正一三年九月一〇日午前残リノ荷物ヲ整理シ妻子ヲ供ヒ、 国士舘諸先生、生徒及各館舎ニ到リ告別、十時同所発、上月家ニ告別後、有田家ニ到リ昼食、午後（中略）頭山家ニ到リ更ニ告別、威光正光ノ事 依頼（中略）東京駅ニ到リ夕食、午後七時二十分出発西下ス 後大正一三年九月一二日（前略）午後五時半下関着、門司ニ渡リ、六時四十五分門司発、 時新宮着下車、九時五十分帰宅ス出迎者多数（後略）大正一三年一二月一四日葦津氏ノ書、高木浪次郎氏ノ訃報来ル（後略）大正一三年 二月 六日（前略）柴田氏ニ悔状ヲ発ス（ 略）
一二年一〇月二七日の松陰神社「石燈籠」倒壊の記述から、国士舘周辺には多少の被害が出たことも窺える。　
俊蔵の国士舘生活は、終日を国士舘で過ごすことも多
く、庭園の掃除や草刈りをし、舘長柴田德次郎の学生講話を聞き、時には学生に自ら訓話も行っている。懐中日記には、学生と 交流機会が増えたことで、従来不明であった国士舘の在学生と催された行事が、多数記されている。例えば、一九二四（大正一三）年六月二六日に「帰鮮」の報告に訪れた鄭恩澤の記述や、大正一三年八月二八日の帰国した「満洲生」柴田の記述か 、中国大陸からの在学生を認めることができた。また、大正一二年一一 、俊三は近衛野砲兵連隊に出向き許可得て、一二 八日より数回の乗馬演習を行った。学生のために自身の経歴を活用したのであろう。大正一三年二月二七日のブラジル移民の映画上映 も参加した。大正一三年七月 アメリカ排日移民法成立 直前で ブラジル移民への関心が高揚したこともあり、大正二年にブラジルサンパウロ州に設けたイグアペ植民
地
）（（
（
の海外興業株
式会社主
任
）（（
（
であった白鳥尭助が来学している。
　
また、俊蔵は、一九二四（大正一三）年三月二〇日よ
り五月一一日まで、柴田德次郎 選挙運動を支援している。第二次憲政擁護運動の最中に実施され 第一五回普
　
一九二三（大正一二）年九月一日、関東大震災で被災
した俊蔵が、国士舘に居を移し、大正一三年九月に福岡へ転居するまでの一年間を、懐中日記に概観した。　
俊蔵は、関東大震災の翌二日に国士舘に避難し、大講
堂の一角に荷物を収容した後、八日には「旧寄宿舎」の一室で生活することとなった。まず、国士舘が震災の被害をほとんど受けなかったことが認められるが、大正
国士舘研究年報 2009　楓
124
通選挙に、東京二区で立候補した柴
田
）（（
（
は、結果一九〇五
票を集めたが、革新倶楽部の林田亀太郎に及ばず落選した。なお「船越氏」は、福岡九区で立候補した憲政会の船越雄尾である。 福岡九区は俊蔵本家の選挙区であった。おわりに　
日記は、日々の正確な事実の記述であることは自明で
ある。後日に、恣意的に記述を改めること まず考えられない。森俊蔵の懐中日記は、この日記という性格から、加えて、俊蔵が非常に客観的に日々の事象を記述していることからも、国士舘創立期を探る上で、その史料的価値は大変高いものである。　
ここまで、森俊蔵の懐中日記から、俊蔵が財団法人設
立に関わった一九一八（大正七）年から、福岡に帰郷する大正一三年頃までの活動を通して、国士舘の動向を概観した。　
俊蔵は、一九一八（大正七）年から自ら福岡に赴き資
金集めに奔走し、財団法人設立に関わり 大正八年一〇月二五日から計六回の評議員会に出席し、役務をこなした。また、臨時講師として、国士舘に時折足 運ん は学生に「軍学」を教授し、雑誌『大民』へ 寄稿 はじ
めとして大民団の活動に参加し、衆議院議員に立候補した柴田德次郎の選挙支援までも行った。なにより、大正一二年の関東大震災後 約一年間は、俊蔵自らが国士舘の敷地内に住み、学生と密に交流しつつ生活を共 している。懐中日記は、俊蔵 国士舘に対するさまざま 支援だけでなく、国士舘の 生活 一端を知る貴重な史料である。　
懐中日記からは、俊蔵との数多くの人物間の交流が読
み取れる。ここには、柴田德次郎をはじめとする国士舘関係者から、 頻繁 自宅への来訪や書簡の往来が記され、俊蔵が関係した人々を知 とともに、国士舘に関連した交流関係を推し量 ことができる。今後 課題 、懐中日記に記された人物をはじめ、細かな事象の論理的考究であり、後の研究に期待する ろ ある。　
懐中日記を拝見した折に、春光氏から「関東大震災の
時に、燃えていく家から辛うじて懐中日記だけは運び出したことを、父より何度も聞いた」というお話をいただいた。いかに俊蔵自身が、自身の懐中日記に対する強い思いを持っていたかを感じつつ、本稿が更な 国士舘の研究の一助になれば幸いである。　
最後に、 「国士舘のためになれば」と、今回快く「森
俊蔵懐中日記」 ご提供頂いた森春光氏に 深く感謝申
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し上げる。　
註
（１）東京都公文書館蔵「財団法人設立ノ件」一九一九　　
年一〇月。
（２）森俊蔵日露戦役従軍日記刊行会『森俊蔵日露戦役　　
従軍日記』上巻（高志書院、 二〇〇四年） 、 下巻（同、
　　
二〇〇六年） 。
（３） 『東亜先覚史伝』 （黒龍会、一九三六年） 。　　　
なお、結城虎五郎は、山田悌一が国士舘に関係す
　　
る端緒を作ったとされており（ 『先師録』七一頁） 、
　　
国士舘創立期に深く関連した人物であった。
（４） 『大民』 第三巻第八号 青年大民団、 一九一八年八月） 。（５） 「国士館設立趣旨」一九一七年。（６）有馬学編『近代日本の企業家と政治
　
安川敬一郎
　　
とその時代』 （吉川弘文館、 九
（７） 『大民』第四巻第八号 青年大民団、一九一九年八　　
月）三六頁「国士館上棟式」 。
（８） 『大民』第五巻 三号（青年大民団、 九　　
二月）五四頁。
　　　
「国士館落成式並に開館式」記事中には、 「劈頭森
　　
俊蔵氏の敬虔なる開会の挨拶あり」 と記されている。
（９） 『大民』第五巻第一号（青年大民団、一九一九年一　　
〇月）九九頁。
（
10） 『大民』第五巻二号（青年大民団、一九一九年一一
　　
月）一七頁。
　　　
なお、国士舘史資料室等で収蔵する『大民』が、
　　
現在のところ限られており、残念ながら懐中日記に
　　
記された提出「原稿」すべてを認めることができな
　　
かった。
（
11）国立公文書館蔵「国士舘専門学校設置ノ件」昭和
　　
四年。
（
12） 『大民』第七巻第五号（大民倶楽部、一九二一年五
　　
月）六七頁「国士村便り」 。
　　　
なお、 「国士村便り」 には、 内田の講演を 「四月五日」
　　
と記しているが、 俊蔵日 中の四月五日の天候は 「晴
　　
曇晴、暖」と記されていることからも、 「三日」の
　　
誤りである。
（
13） 『大民』第八巻第六号（ 社、一九二二年六月
　　
三〇頁。
　　　
同号には、口絵に渋澤栄一講演の写真があ 、講
　　
演要旨「国士館生諸君に」が掲載 。
（
14） 『大民』第七巻第五号（大民倶楽部、一九二一年五
　　
月）六七頁。
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（
15） 『大民』第七巻第四号（大民倶楽部、一九二一年四
　　
月） 九六頁 「国士村便り」 「第一学期一週間学科配当」 。
（
16） 『大民』第七巻 八号（大民倶楽部、一九二 年八
　　
月）三四頁、史伝「曾國藩」 。
（
17） 『大民』第七巻 号（大民倶楽部、一九二 年七
　　
月）一一八頁「国士村便り」 。
（
18） 『大民』第六巻第一号（ 団、一九二〇年一月）
　　
八〇頁。
（
19） 『大民』第六巻第二号（ 団、一九二〇年二月）
　　
五五頁。
（
20） 『大民』第六巻第三号（ 団、 九二〇年三月）
　　
六〇頁。
（
21）前掲註（９）七頁「大民団及国士館の由来」 。
（
22） 『マハヤナ学園六十五年史』資料編（一九八四年） 。
（
23） 『大民』第六巻第一〇号（ 倶楽部、一九二〇年
　　
一一月） 。
　　　
なお、 同年六月発行号掲載の「大民団清規」では、
　　
「マハヤナ学園」 「大民倶楽部」の位置付けが曖昧で
　　
ある。
（
24） 『大民』第六巻第二号（大民団、一九二〇年二月）
　　
一頁「大民倶楽部の貴衆両議院に発したる勧告状」 。
（
25）同前、二七頁 大民倶楽部の普通選挙案に対する
　　
貴衆両院議員の回答」 。
（
26）前掲註（８）五九頁「鹿児島支部第一回茶話会」 。
（
27） 都城市立図書館蔵 『三州日日新聞』 第一五七〇号 （三
　　
州日日新聞社、一九二三年八月九日）二面。
（
28）外務省編『日本外交文書』第 〇巻。
（
29） 『伯剌西爾時報』大正八年三月。
（
30）渋沢史料館蔵「柴田徳次郎衆議院議員立候補ニ付
　　
報告ノ件」一九二四年三月。
